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はしがき

府道大阪東大阪線の改良工事に伴って発掘調査が進められてきた若江遺跡は、

室町時代、河内国の政治・軍事の中心的役割を果たしていた若江城を中核とす

る、弥生時代から江戸時代に至る複合遺跡であります。本遺跡は、昭和47年の

若江小学校校舎増築工事に伴う調査をはじめ、公共下水道管埋設、住宅建設な

ど種々の開発工事に伴う調査が幾度となくおこなわれてきました。

今回の調査では、若江城に伴う堀、溝および土砿などの遺構と、古墳時代か

ら江戸時代に亘る多くの遺物を検出いたしました。中でも堀は、若江城の中心

部を画する大堀の一部であり、多量の遺物も出土し、城の構造および当時の人

々の生活を知るうえでの大きな成果を得ることができました。また地元の方々

から絵図・研究資料など、貴重な資料の提供をいただき、若江城の位置・構造・

性格を考える大きな手掛りを得ることができました。しかし、いまだ若江遺跡

の一端を見たにすぎず、今後、発掘調査をはじめ文書などの史料調査を進め、

その全貌の解明に努力していきたいと思います。

最後に、調査および報告書作成にあたって御協カ・御指導をいただいた方々

に厚くお礼申し上げるとともに、本書が歴史研究をはじめ、広く活用されるこ

とを心から願うものであります。

昭和62年3月

財団法人 東大阪市文化財協会

理事長木寺 宏



例 言

1.本害は、大阪府八尾土木事務所が進めている府道大阪東大阪線の改良工事に伴い発掘調査

を実施した若江遺跡の調査報告書である。

2.発掘調査および遺物整理は、財団法人東大阪市文化財協会が大阪府八尼土木事務所の委託

を受け、現地調査は昭和58年3月4日から 3月31日まで、遺物整理は昭和61年12月2日から

昭和62年3月31日まで実施したものである。

3.調査・整理は、次の事務局体制により進めた。

理事長 秀平勇造（東大阪市教育委員会教育長）昭和58年12月まで

木寺 宏（東大阪市教育委員会教育長）昭和58年12月より

事務局長 寺澤勝（東大阪市教育委員会社会教育部参事）

庶務部長 小川 満（東大阪市教育委員会文化財課主幹）昭和58年4月まで

吉田照博（東大阪市教育委員会文化財課課長代理）昭和61年4月まで

下村晴文（東大阪市教育委員会文化財課主任）昭和61年12月より

調査部長 原田 修（東大阪市教育委員会文化財課主査）

庶務部 安藤紀子（東大阪市教育委員会文化財課）

上野節子（財団法人東大阪市文化財協会）

調査担当 吉村博恵（東大阪市教育委員会文化財課）

調査補助北旭耕三石田憲一郎 丸山美由紀見好理恵子石井裕己玉置泰嗣

森田佳世子藤江直美柳原万里小出真規子小寺久仁子道上雅美

金弘美 山川索美楠直子酒本恵美子吉田公代

4.本書の執筆は W-1. （2)を勝田邦夫（東大阪市教育委員会文化財課）、 Vを安田博幸・

井村由美、その他の項および編集は吉村がおこなった。

5.四版に収めた遺構写真は吉村が撮影し、遠物撮影は木製品を新生堂フォト、その他の遺物

をG・Fプロに委託した。

6.航空写真（図版 1) は、大阪市より提供を受けた。

7. Vの報文は、武彫川女子大学薬学部 安田博幸教授、井村由美助手より玉稿を賜った。記

して謝意を表するものである。

8. Nの報文で使用した村絵図の閲覧および複写パネルの借用を許された飯田博ー氏、若江地

域の歴史研究をおこなわれていた故湯村平三氏の資料の借用を許された湯村正夫氏の御協力

を記して感謝いたします。

9. 調査・報告苔作成にあたっては、大阪教育大学 木村寿氏、新庄町教育委員会 吉村幾温

氏、日本古城友の会 前田航二郎氏、東大阪市文化財保護委員 荻田昭次氏、東大阪市立上

四条小学校 奈良英弘氏より御教授をいただき、法務局枚岡出張所、東大阪市中市税事務所

課税課の方々に御協力をいただいた。厚くお礼申し上げます。
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I.調査に至る経過

東大阪市内には東西に延びる幹線道路が 3本ある。北から鉄道・高速道路も走る中央大通り

こと国道308号線、真中は通称・産業道路と言われる府道大阪枚岡奈良線、そしていちばん南に

あるのが最近まで四条ー長堂線と言われてきた府道大阪東大阪線である。昭和30年代後半以降

の高度成長などによる産業の急速な発展に伴い、東大阪地域は大阪市の衛生都市として人口が

増加していった。それとともに車の利用も急激に増え、道路の機能状況は飽和状態に落ち入り

つつあった。そのため鉄道・高速道路の建設、道路の改良、区画整理が行なわれてきた。その

一環として大阪府八尾土木事務所は昭和49年より府道大阪東大阪線の拡幅工事を計画・実施し、

昭和52年には若江地域において拡幅工事を実施していくことになった。「若江」は弥生時代から

江戸時代に亘る複合遺跡というだけでなく、日本史上に幾度となく現われる周知の場所であり、

古くから‘‘幻の城”と言われてきた若江城一応仁の乱以降の戦乱、室町幕府の崩壊、石山本願寺

合戦などに関わった城一の存在はとくによく知られている。

発掘調査は昭和47年の東大阪市立若江小学校校舎増築工事に伴う調査に始まる。そのおり鎌

倉時代から室町時代にかけての遺構一井戸・溝．柱穴などーと多駄の遺物一瓦器・土師器・陶

器などーを検出した。これらは中世集落および若江城に伴うものであった。しかし遺跡の存在

は昭和 9年に実施された第 2寝屋川の改修工事に伴い出士した弥生土器・土師器・須恵器・瓦

などによって注目されるようになった。また昭和42年の若江公民館の建設工事のときにも土師

器・須恵器・瓦が出土し、井戸も発見されたといわれている。その後、遺跡内において住宅建

設が増加し、これらに伴い国庫補助事業による発掘調査が昭和49・ 50 ・ 54 ・ 56年と実施され、

堀・溝・溝列・柱穴列、そして瓦・土師器・陶器などの若江城に関わる遺構・遺物が多く検出

された。また下水管埋設工事などの公共事業に伴う調査も昭和49年以降実施されるようになり、

中・近世の遺構・遺物だけでなく、弥生時代後期の遺物包含層を確認するに至った。これらの

ことから若江城・中世集落の一端を知る手掛りを得、本遺跡の性格が明らかになりつつあった。

このような中で昭和52年以降、東大阪市民の生活に大きな役割を果たしている府道大阪東大阪

線の拡幅工事を実施していくに至った。それまでの調査結果などから、府道は若江遺跡の中核

をなす若江城を横断していることが明らかであり、大阪府八尾土木事務所と協議を進め、発掘

調査を実施していくことになった。その結果昭和52年度の調査から今回の調査まで毎年行なわ

れてきた（第11・ 12 ・ 16 ・ 18 ・ 19 ・ 24 ・ 25次）。これらの調査で中・近世の井戸・溝•土士広など

の遺構と瓦器・土師器・陶器などの遺物を検出し、若江地域における当時の集落および人々の

生活を窺うことができるようになった。とくに若江城に伴う遠構一堀・建物跡・整地層など一、

遺物一瓦・士師器・木製品・金属穀品（銭貨・鉄砲玉）．壁―F地などーが多く検出され、その輪

郭を現わしつつある。今回の調査は昭和58年 3月4日から 3月31日まで（昭和57年度分）実施し

たものであり、遺物整理は昭和61年12月2日から昭和62年 3月31日まで行った。
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II.位置と環境

沼軒工の中央を通ったが此所には今城も何もなく、唯多数の住民の居る町のみがあった、

これは天正 9年(1581年） 4月14日に宣教師ルイス＝フロイスがローマに害き送った・内翰（『日

本耶蘇会年報』）の一節であり、同年 2月24日の若江の様子を記したものである。この時期を最

後にして若江は政治史の表舞台から姿を消すことになる。その若江が日本政治史上に姿を現わ

すのは室町幕府が成立し、畠山氏が河内守護に任ぜられてからのことである。この地は河内の

ほぼ中央に位置しており、高野街道・十三街道が走る要衝の地であることから城が築かれた。

一時期、河内の守護所としての役割を果たし、守護代として遊佐氏が居城していた。応仁の乱

以後、戦国時代にかけて城が各地に築かれ、南の益振にも環濠集落としての城があった。この

時期、畠山氏の内紛、三好氏の典亡、石山本顆寺合戦など多くの戦いが繰りひろげられ、その

つど若江城は戦乱にまきこまれたのである。

若江城跡を中核とする若江遠跡は東大阪市南部の中央、若江北町・若江本町・若江南町一帯

に広がる弥生時代から江戸時代に亘る複合遺跡である。この地は東に生駒山地が連なり、西に

大阪湾を擁する大阪平野の中央、標高 5mの所に位置する。大阪平野は淀川と旧大和川一恩智

川、玉串川、楠根川、長瀬川、平野川など一の堆積によって形成された沖積平野であり、江戸

時代・宝永元年(1704)の大和川付け替え以前までは多くの川が走り、池（新開池・深野池など）

が点在する低湿地が広がっていた。この平野は弥生時代以降、稲作の発展とともに開発が進め

られ、若江周辺の瓜生堂遠跡・山賀遺跡・美園遺跡などではすでに前期から集落を営んでいた。

中期になると集落が大規模化するとともに増加し、瓜生堂遺跡・亀井遺跡など多くの遺跡で住

居跡・方形周溝藻が検出され、多址の遠物が出土している。しかし中期末から後期になると自

然現象ー各地の遺跡でこの時期多址の砂の堆積が見られるーなどにより、集落は増加しながら

も小規模化する。若江遺跡もこの時期から人が住むようになり、近接の若江北遺跡や上小阪遺

跡などからも後期の遠構・遺物が検出されている。

古墳時代になると大和をはじめ各地に大規模な前方後円墳が築かれるなど、政治・社会的に

大きく変化し、急速に発展していった。しかし東大阪市域においては大集落を常み、大古墳を

築造する大きな勢力は見られず、西岩田遺跡・瓜生堂遵跡・山聟遺跡・小若江遠跡・佐堂遠跡

など、小規模な巣落が点在するだけであった。歴史時代になると友井東遺跡や美園遺跡などで

条里遺構が検出されているが、大勢力があった形跡はない。若江では白鳳時代に寺院が建立さ

れ一平安時代、比叙山延暦寺座主・尊意大僧正の伝記『尊意贈僧正伝』に元度年間 (877~885年）

に若江寺が存在したことが記されている一、若江郡街も設置されている。これまでの調査にお

いては明確な遺構は検出しておらず、瓦・土師器・瓦器など臼鳳時代から平安時代に亘る遠

物は多く出土している。隣接する西郡廃寺迎跡・巨摩廃寺遺跡などでも古代寺院が存していた

と思われるが伽藍などは不明である。
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III.調査の概要

調査は若江南町 2丁目地内における府道大阪東大阪線道路の改良工事に伴うもので、現行道

路の南面に位置した限られた地域である。この部分は旧歩道橋の南橋脚部にあたり、調査直前

までその基礎部が残存していた。調査はそれを中心に東西9.1m、南北7.lmのトレンチ約65m'

の範囲について実施した。橋脚基礎部および表土については機械による掘削を行ない、現地表

下2.6mまで人力により附を追って発掘調査した。遺構としては土砿、堀、溝を検出し、遺物は

磁器、陶器、土師器、須恵器、瓦器、瓦、木製品、石製品、金厖製品などが出土した。

1.層位

調査地はこれまでの調査から、鯛査地域の北側約％の範囲に若江城に伴う堀が存在すること

が想定できたため、東・西 2壁の断面を残して調査を進めた。以下、東壁断面（第 3図）をもと

に基本的な層位を記述する。

第 1層盛土

第 2層 暗茶褐色土 若干の土師器、磁器の小片を含む。

第 3層 暗黄灰色砂質土混り暗灰色土

第 4層 暗茶灰色土 土師器、陶器、磁器、瓦器の小片を含む。

第 5層灰茶色砂質 土 土師器、瓦器、磁器、瓦を含む。

第 6層 暗灰褐色土 多醤の瓦とともに土師器、瓦器、陶器、磁器を含み、漆喰片を検出

した。遠物はとくに下部に集中しており、白鳳時代の瓦から16世紀後

半の土師器皿までのものが混り合った状態で出土した。第 5層ととも

に城廃絶時の堀埋土。

第 7層 暗青灰色シルト質粘土と暗褐色細・中粒砂の互層 少量の土師器片を含む。

第 8層 暗褐色土混り暗灰色粘質土

第 9層暗灰色砂質土 小礫を含む。

第10層 暗青灰色粘土 瓦、土師器、陶器、磁器、瓦器とともに漆器椀、杓子状木製品な

どの木製品を多く含む。堀堆積土。

第11層 暗灰色土と黄褐色砂の混土

第12層 暗褐茶色粘質士 城に伴う整地層で、堀南肩部。平安時代から室町時代後半にか

けての速物一土師器、瓦器、磁器などーを多量に含む。 16世紀中

葉の整地層。

第13層 暗灰茶色粘質土 瓦、土師器、瓦器、磁器を含む。

第14層 灰茶色土混り暗灰褐色粘質土 多最の瓦、土師器、瓦器を含む。第13層とともに

溝の埋土。
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A.暗灰茶色土

第3図東壁断面図
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3.暗黄灰色砂質土混り暗灰色土

6.暗灰褐色土

9.暗灰色砂質土

12.暗褐茶色枯代土

15.暗灰色粘土

18.暗黄灰色シルト

21.明黄色細・中粒砂

24.茶褐色中粒砂

B.暗灰黄砂1t土



第15層 暗灰色粘土 士師器、瓦料の小片含む。溝堆積土。

第16層 暗黄灰色シルト質粘土 土師僻を含む。

第17層暗灰褐色粘土 第16・ 17層は溝の北肩。

第18層 暗黄灰色シルト

第19層 明褐色粗・中粒砂

第20層 灰黄色細粒砂

第21層 明黄色細・中粒砂

第22層 褐色・灰黄色中粒砂

第23層 灰茶色・暗黄褐色砂礫

第24層 茶褐色中粒砂

第25層 明褐色粗・中粒砂 弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての遺物を含む。第19

第A層 暗／仮黄色砂質土

第B層 暗灰茶色土

2.遺構

層以下は河川流路の堆積土。遺物はほとんどなく、第24層のみ

から出土。いづれもローリングをうけて表面が磨滅しているも

のが多い。

ピット埋土。

土砿埋士。

調査範囲内の中央部北よりに旧歩道橋の橋脚があったため、その基礎工事に伴う土砿ー4m

X6mの卵形を星し、最も深い所で現地表下約1.5mまで掘られており、底面にグリ石が敷かれて

ていたーがあり、近世以降の追構はほとんど検出できなかった。しかしこの土拡は堀内の第 6

層上部までにおさまっていたので、堀南方には影響なかった。

遺構としては第 5層上面で土坑 1基、第12/f}上面でピット 1基と堀、第16・ 17層．［：面で溝 2

条を検出した。以下、各遺構について記述する。

土砿

調査地北東隅、第 5I節」：面で検出した。遺物はまったく含まれておらず、正確な規模および

時期、性格については不明である。検出面での長辺（南北）約80cm、短辺（東西）約45cmあり、平

面形は隅丸の長方形を呈していたと思われる。土砿壁面はゆるやかに傾斜して下がり、底面は

フラットで深さ25cmを測る。時期は層位などから江戸時代前半ごろと考えられる。

ピット（第 4図）

調査地南東隅、第12層上面で検出した。ピット内には遺物はまったく含まれていなかった。

径約50cm、深さ 18cmの逆円錐台形を呈する。第12層上面で検出したが、堀に伴うものではなく、

近批以降のものと考えられる。

堀（第 4図図版 5)

調査地の全域で東西に延びる堀を検出した。北肩は調査地外で南肩のみである。堀は16世紀
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第4固 堀・ピット平面実測図

中頃に整地された第12層上面より掘り込まれており、西側では 3段、東側では 2段に落ちてい

る。とくに東側の下段は掘り出したものではなく、砂と粘士を混ぜ合わせて固めた（第11層）と

考えられる。堀は調査地区内で幅 5m、深さは検出面から 1.6mを測る。南壁面はやや垂直に約

60cm落ち、そこで少し屈曲してなだらかに50cmほど下がって幅0.5~lmの 1段目のフラットな面

をなし、のちゆるやかに傾斜して底に達している。底面はフラソトな砂地（第24層）であり、さ

らに北（調査地外）へ続く。堀内は第 5~10層の 6層に区分できる。第 5・ 6層は堀の埋土であ

る。特に第 61怜からは多屎の瓦をはじめ土師器、瓦器、陶器、磁器などが出土した。これらの

遺物の中には臼鳳・奈良時代の瓦や平安・鎌倉時代の土師器、瓦器なども含まれていた。しか

し室町時代後半の遠物が多く、最も時期の下るもの（土師器皿）から見て、 16世紀後半の陪であ

る。第10層は堀の堆積土であり、瓦、土師器、磁器とともに漆器椀、蓋、曲物底板、杓＋状木

製品など多くの木製品が出土した。これらの遺物などから、この堀は16世紀中頃に掘られたも

のと思われる。堆積土と埋土との間の第 7~9層のうち第 7層は砂とシルト質粘土の互層であ

り、流路の中の堆積状態を示している。それに対し第 8・ 9層は砂・小礫を含む炭混りの混層

であった。これらのことからこの堀は16世紀中葉から後半にかけての短期間のものであり、掘

削直後からの第 1次堆積（第10層）、第 1次埋土（第 9・ 8層）、第 2次堆積（第 7層）、第 2次埋

士（第 5・ 6M）の 4期に分けることができる。検出状態やこれまでの調査結果などから、この

堀の幅は10mを越えるものと考えられる。堀は本年度調査地の西、昭和56年度調査において多

量の瓦一軒丸瓦・軒平瓦を多く含む一、壁下地などを検出した堀に相当するものであり、さ

- 8 -
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第 5図溝平面実測図
121 

i 3 1 

らに東側、昭和54年度調査の溝lにつながる。このことからこの堀はほぼ東西に約160m延びる

若江城の堀の一部である。

溝（第 5図図版8)

整地層を取り除くと、南壁に沿ってほぼ東西に延びる溝 lとそれに直行して南北にはしる溝

2を検出した。溝は第16・ 17層より掘り込まれている。溝 1の南肩は調査地外で北肩のみであ

り、溝 2は溝 1に直行してつながっているが北側のほとんどは堀によって削り取られている。

溝 lは調査地区内での幅1.8-0.7mで、検出面からの深さ0.4-0.2mを測る。溝は西側では

浅く、東側は 2段に落ちやや深く、底面はフラットになっている。溝内は 3層に分かれ、第13・

14層は埋土で遺物を多獄に含み、第15層は堆積層で遺物は少ない。埋土内からは土師器皿、瓦

器椀・皿、磁器、瓦などが出土し、特に第14陪には白鳳・奈良時代の瓦が多く含まれていた。

堆積内からは土師器皿、瓦器椀が出土しているがいづれも小片であった。

溝 2は幅1.2m、深さ0.1mの浅いもので、北から南へ下って溝 lにつながっている。溝は第

14層の土で埋っていたがほとんど遺物を含んでいなかった。

溝は時期差のある多批の遵物を含んでいたが、陪、遺物などから15世紀後半ごろに掘られた

ものと思われ、 16世紀中葉の整地のときに完全に埋没した。

注 (1) 「若江逍跡発掘調査現地脱明会査料」昭和57年4月10日 財団法人束大阪市文化財協会

(2) r若江遠跡発掘調査報告]FI 逍構編』 東大阪市遺跡保護調査会 1982年

(3) 勝田邦夫「若江城の遺構・逍物」 「東大阪市文化財協会ニュース』 2-3 財団法人束大阪市文

ィヒ月オtil；さ 1 987i'• 
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3.出土遺物

今回の調査では瓦、土師器、瓦器、陶器、磁器、木製品、石製品、金属製品などが出土した。

以下、遺物の出土状態から（ 1)上部遺物包含層（第 1~ 4層）、（ 2）堀埋土（第 5・ 6層）、（ 3)

堀堆積土（第10層）、（ 4）整地陪（第12/i;t/）、（ 5）溝埋土（第13・ 15層）、（ 6）下部逍物包含層（第

16~25層）に分けて記述する。

出土遺物の中で瓦に次いで出土数が多いのが土師器の皿である。記述を進めていくうえでそ

の緊雑さを少なくするため型式分類しておく。前述したように堀・溝などの遺構から多量の遺

物が出土しているが、それらは白鳳時代から安土・桃山時代にかけてのものが混り合っており、

時期決定するための一括資料としての役割は果たさない。そのため第1表に掲げた分類表は『神

並遺跡 I』および『若江遺跡発掘調査報告内 I 遠物編』に掲載されている分類表などを参考

にして作成したものであり、あくまでも型式分類であることを断わっておく。

皿はその形態およびこれまでの研究成果から小皿・中皿・大皿に分けた。小皿は口径 8cm前

後までのもの、中皿は10cm前後のもの、大皿は11cm以上のものとした。またその胎土・色調な

どから臼色系と褐色系に大別することができる。しかし臼色・褐色系ともその型式変化は巨視

的に見てそれほどの大差はなく、むしろ相補い合っていると思われる。もちろん色調、とくに

胎土は全く異っており、白色・褐色を併記して作成してみた。将来、その変遷過程をたどりう

る資料の増加をまって両系統の型式編年の分類を試みたい。今回、小皿・中皿・大皿をその形

態から型式分類を行ない、 A~Kまでの11型式に区分した。この分類表で使用した遺物は本調

査で出土したものに限ったため、該当するものがない場合は空白にした。

A.イ本部は平らな底部から外反しながら立ち上がり、口緑部は水平近くに伸び端部をほぼ直

角に屈曲させて丸くおさめている。 ・

B. f本部は平らな底部から屈曲して外上方へ立ち上がり、口縁端部は内側に折ってやや四角

くおさめ段を有す。

C.イ本部は浅い凹面をもつ底部から屈曲して外上方へ立ち上がり、口緑端部を少し立たせて

丸くおさめている。

D. f本部は平らな底部から屈曲して外上方へ立ち上がり、口縁端部をつまみ上げぎみに立た

せ尖らせている。

E. f本部はゆるやかな凹面をもつ底部より屈曲して少し丸みをもちながら外上方へ立ち上が

り、口緑端部を少し尖らせている。

F.体部は凹面をもつ底部より外反しながら立ち上がり、口繰部は外側に肥厚させ、端部を

ほんの少しだけつまみ上げている。

G. f本部は凹面または平面をなす底部より外反して立ち上がり、口縁部をやや肥原させ、端

部を少し立たせている。

H.イ本部は凹面をもつ底部より外反しながら立ち上がり、口縁部は肥厚させて内外面にふく

らみ、端部を少し尖らせている。

- 10 -
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第 1 表土師器皿型式分類表(¼) （ ）は褐色系

I. f本部はやや凹面を呈する底部より外反しながら立ち上がり、口緑端部は外へ開ぎ、少し

尖らせておさめている。

J. f本部は凹面を呈する底部より外反しながら立ち上がり、口緑部は肥厚させナデによる段

を有し、端部をやや丸くおさめている。

K.イ本部はゆるやかな凹面を呈する底部よりゆっくり外反しながら立ち上がり、口縁端部を

やや丸くおさめている。
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以下、土師器皿を記述する場合、色と型式記号を併記して表わす。たとえば白色系のA形式

の場合は沌白 A ミ、褐色系の C の場合は湘褐 c~ と記す。

(1) 上部遺物包含層ー第 1~4層ー（第 6図 図版10)

第 2層からは土師器小皿、磁器、第 4層からは土師器小皿・中皿と瓦器小皿、磁器、陶器が

出土した。

第2層

土師器小皿(2) 褐Kに属する。

第 4層

土師器小皿（ 1) 白Jに属する。

土師器中皿（ 7) 白 Iに属する。

瓦器小皿（ 3) 体部はゆるやかな凹面を呈する底部よりゆっくりと立ち上がり、口緑端部を

丸くおさめている。内面粗いヘラミガキ。見込み暗文は磨滅していて不明。

(2) 堀埋土ー第 5 • 6層ー

第 5層からは土師器小皿、磁器、瓦器、瓦、円盤状瓦製品、土師器甕、第 6層からは土師器

皿・椀、瓦器皿・椀、瓦質土器、須恵器、磁器、陶器、石製品、円盤状瓦製品と多塁の瓦など

が出土した。第 5・ 6層は土質および遺物の包含状態など相違するが、堀の埋土であり、両層

の間にはほとんど時間差が考えられないことから、器種・器形別に一括して記述する。

土器類（第 6図図版10・ 16) 

土師器小皿(4~ 6) 小皿は白 K(4)、褐 J(5)、白 J(6)のものが出土しており、とくに

白Jのものが多い。

土師器中皿（ 8・ 9) 褐C(8)、褐 J(9)が出土している。

土師器大皿(10~15・17) 褐D(14)、褐E(13)、白 H(10)、白 I(12 ・ 15)、褐 J(11)が出土

している。小片を含め白・褐の J型式のものが多い。 17は体部を底部からやや内弯させながら

立たせ、口縁部を少し外に開いている。橙色を呈し、内面に斜方向のミガキが施されている。

数少ない奈良時代のものである。

土師器椀(16) 橙色を呈し、 f本部外面に明僚な指頭圧痕が見られ、口縁部は強いヨコナデを

施したやや浅いものである。

瓦器小皿(18) 浅い凹面をもつ底部より（本部は立ち上がり、口縁端部を少し立たせて丸くお

さめている。

瓦器椀(20・ 21) 20は底部のみで、断面三角形を呈する高台をもち、見込みに明僚な斜格子

の暗文を有す。 21の体部は丸みをもって立ち上がり、口緑端部を少し外反させて丸くおさめて

いる。内面には粗いヘラミガキを施している。瓦器椀は土師器皿ほど多くはないが10数片出土

している。

瓦質羽釜 (26) 口縁部はやや内傾して立ち上がり、ゆるい段を 3段有して端部を四角くおさ

めている。鍔は短かく水平に取りつけその端部を少し」：へそらしている。イ本部外面はヘラケス・

- 12 -
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第 6~ 上部遺物包含層・堀埋土内出土遺物実測図一土器一＼ 
リ、内面はハケを施している。外面にはススが付着しており、内面は磨滅が激しい。

瓦質甕(27) f本部は少し内傾し、口縁部は外反して端部を外下方につまみ出して丸くおさめ

ている。 1本部外面は平行タタキをやや深く施している。内面はユピオサエののちナデ調整。

白磁碗(19・ 22 ・ 23) 22 ・ 23はともに灰白色を呈す。 22はゆるやかに外反して立つイ本部に断

面三角形の肥厚した口縁をもつ。 23は底部で、高台は低く削り出し、外面下部から高台部は露
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第 7図

38 

堀埋土内出土遺物実測図一瓦一

胎のままである。 19は朝鮮白磁の碗底部で、削り出しの低い高台をもち、 その高台底面は 4ヶ

所浅く剌っている。内面には褐白色を呈する釉が施されており、底部外面、

ていない。

高台部は施釉され

青磁碗(28・ 29) 

外面にやや間隔の広い蓮弁文をもつ。

ともに竜泉窯系で淡緑灰色を呈する。 28は口緑部片であり、 29は体部片で

須恵質甕(24)

めている。

土師器甕(25)

頸部はゆっくりと外反して立ち上がり、 口縁部は段を有し、端部を丸くおさ

庄内式。口縁部は「く」の字状に外反し、端部をやや尖らせておさめている。

体部外面はやや細かいタタキを施こし、内面はヘラケズリ調整している。！粁滅が著しい。

瓦類（第 7図 図版17・ 18) 

瓦はとくに第 6層から多拭に出土し、ほとんどは平瓦・丸瓦であった。白鳳・奈良時代の瓦

も多く含まれており、 これらはもともと若江寺などに茸かれていたものと思われる。以下、軒

丸瓦・軒平瓦について記述していく。

白鳳時代前期。素弁百済様式。八葉の弁肉は中肉で弁中央に低

い稜を有し、弁端はやや平たい円形を呈している。中房はやや高い凸形で大きく、小粒な蓮＋

素弁八葉蓮華文庫干丸瓦(30)

が 1+ 5に配されている。周縁は欠損していて不明。今回 2点出土。若江遺跡では第21・ 26次

の調査で各 l点づつ出土している。
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第8図 堀埋土内出土遺物実測図一瓦 • 石穀品一

複弁蓮華文庫干丸瓦(31) 白鳳時代後期。花弁文（雷文）緑 花弁端切込反転（蓮子周環消失）形

式に属する。内区・中房は低くて大きく、 1+ 8 + 12と三重の蓮子を配している。花弁は中央

の稜線で 2面分割され、子葉は細長く丸みをもっている。弁端は切込みがあり、先端は反転状

を示す。外区には二重の圏線があり、その中に連珠を密接して配している。周緑は幅広く内斜

面に雷文と称される花弁文を飾る。この層からは 5点出土しており、復元径は18cm前後を測る。

厚さは 2cm前後のものと 4cm前後のものがある。

巴文軒丸瓦(32~34) いづれも左廻りの三巴文を内区に配したものである。 32は外区に丸み

をもった小形の連珠をめぐらし図線を入れている。 33は外区に円筒形で大型の連珠をめぐらせ

外側に圏線を有し、瓦当面にケズリ痕が見られる。 34は内区のみで肉原の丸みをもった巴文を

配している。 32と34は同形である。

重弧文軒平瓦(35) 五重弧文段額形。瓦当部は浅い半載竹管押引きによる五重弧である。顎

ははりつけの中顎で、顎面に 5段の深い凸形の並行線文がある。平瓦部凹面は細かい布目痕を

残し、凸面は板状工具でナデて仕上げている。類例は四天王寺、奈良・巨序寺などで出土。

偏行唐草文軒平瓦(36・ 37) 珠文・鋸歯文帯波状文形式。内区中心飾は連続波状の茎から 2

本づつの蕨手が派生した形をとっている。しかし一部を除いては 2蕨手のうち一つは上下の外

区境界線より派生した形をとっている。上部外区には珠文、下部外区には鋸歯文を飾る。顎は

削り出しの広い段額で、顎部・平瓦部の凹面・凸面とも丁寧に板状工具でナデて仕上げている。

類例、藤原京跡6641型式類。

連珠文軒平瓦(38) 内区に丸みをもった大型の珠文を一列に配している。やや太い界線を有

し、断面四角形の低い周緑をめぐらしている。顎は曲線顎である。平瓦凸面は縦方向に丁寧に
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ヘラケズリを施しており、凹面にはやや細かい布目痕が見られる 。

均整唐草文(39) 二葉の中心花から 4本の支葉が斜放射状に延び、すべて内側を向いている。

細い界線を有し、断面四角形の高い周縁をめぐらしている。額は強い段顎で、平瓦凹面はナデ、

凸面はケズリによって仕上げている。

円盤状瓦製品・石製品（第 8図 図版18・ 19) 

円盤状瓦製品 (40~43) 平瓦・丸瓦の一部を円形に打ち欠いて作られている。径約2.9cm ・厚

2 cmの小型のものから、短径4.5cm・長径5.9cm、厚1.9cmのものまであり、形・大きさはそれぞ

れ異なる。面子として使用か。

仕製品 (44・ 45) 44は安山岩製。長円形を呈し、中央に円孔が穿かれていたと思われる。表

面は凹ませて丁寧に磨いている。凹面にはほぽ周辺に平行してスリギス痕があり、中央付近に

は敲打痕が見られる。 45は砂岩製。横径2.9cm、縦径4cmの楕円球状を星し、上部に未穿孔の鉦

をもつ。鉦は高0.6cm、幅1.2cmを測り、両面から横方向に削り出している。そののち径約0.2cm

の孔を穿ちかけている。

(3) 堀堆積士ー第10層一

第10層からは土師器皿、瓦器椀、磁器、瓦などとともに多くの木製品が出土した。

土器類（第 9図図版11)

土師器小皿(46) 白 I。他に数点出土しているがほとんど小片である。

土師器中皿(47) 口縁端部の開ぎは少ないが、白 Iに屈する。口縁端部にコゲ跡がある。

土師器大皿(48~52) 褐 C(48)、褐D(52)、褐G(50)、褐H(49)、褐 I(51)がある。 5型式

のものが見られるが、小皿・中皿・大皿とも I型式の割合がいちばん多い。

瓦器椀(53) イ本部は底部から外反しながらゆるやかに立ち上がる。口緑部は弛いヨコナデを

施して1本部との間に稜を有し、端部を丸くおさめている。イ本部外面ユビオサエ、内面粗いヘラ

ミガキ。

青磁(54・ 56) 底部外面に浅い凹みをもつ皿で明緑灰色を呈す。見込み部には草花文様が見

られる。 56はオリープ灰色を呈する竜泉窯系の碗片である。内外面とも約 2mm幅の閲線が 1条
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第10図 堀堆積土内出士遺物実測図一瓦ー

あり、外面には幅広の蓮弁文をもつ。

瀬戸碗(55) 天目茶碗底部。露胎のままの削り出し高台で、内面は黒褐色を主とする釉が施

されている。

備前播鉢(57) 口緑部を高く上方に立ち上がらせ片口を有す。内面に 6条の櫛描条線がみら
13) 

れる。間壁忠彦氏編年のV期。

瓦類（第10図図版17・ 18) 

複弁蓮華文軒丸瓦(60) 31と同型。瓦当は黒色を呈す。裏面は粗いナデ、側面はヘラケズリ

で整形している。

重弧文軒平瓦(58・ 59) 35と同型。段顎の五重弧文軒平瓦。

木製品（第11固図版19・ 20) 

漆器椀(61) イ本部は土圧によって変形している。ロクロ挽出しによって製作。高台は高く、

裏面の削り出しは浅い。体部は内弯ぎみに立ち上がるが、口緑端部は欠損している。内外面に

黒漆を塗っていたと思われるが、体部外面はほとんど剥離している。見込み部には朱漆によっ

て鶴（？）が描かれている。横木取り、征目。残存高6.6cm。高台径6.7cm、高2.1cm。

蓋(62) 円形で上部を山形につくる。下半部は径をせまくして、用器の本体にはめ込むよう

にしている。上部径6.1cm、下部径5.5cm、高 2cm。

円形曲物底板(63・ 70) ともに一部。 63は径6.1cmの小型のものでほぼ半分が残存しており、

平・側面とも丁寧に作られている。 70は周円の一部で、焼けて破損が著しい。

木札状木製品 (65・ 75) 65は幅2.2cm、厚さ0.6cmの板材。上下端部欠損。上部中央に径0.2cm

の円孔を穿っている。残存長12.3cm。70は幅4.9cm、厚さ1.2~0.7cmの板材。上端近くに幅0.3cm

の溝を掘り、その下に 2X 0.5cmの孔を穿っている。下部は欠損しており、残存長35.5cm。

杓子形木製品(73) 柄の端部欠損。残存長26.6cm。柄幅3.8cm·残存長6.6cm、身幅5.4cm• 残

存長20cm、厚さ0.6cmの身長のもの。柄部は身部の両端をゆるやかに削り込んで作っている。

角棒状木製品 (66・ 71) 66は一辺1.45cmで断面隅丸方形を呈す。両端は欠損しており、残存

長13.9cm。71は下部辺2.3cm、上部辺1.9cm、高2.9cmの断面台形をなすもの。中央に長3.3cm、
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第11図 堀堆積土内出土遺物実測図一木製品一

深さ1cmの割りがあり、 4ヶ所に径0.2cmの円孔を穿っている。組み合せ木製品の一部。

板状木製品 (64・67・69・74) 64は上辺7.3cm、下辺8.3cm、長さ10.3cm、厚さ0.7cmの少し湾

曲した末広がりの板材である。平・側面とも丁寧に仕上げており、下端辺部は削って断面三角

形を呈す。 67は残存幅1.9cm、厚さ0.4cmの板材。一短辺は角をおとして山形をなす。もう一短
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辺は欠損。残存長15.4cm。69は残存最大幅4cm、厚0.6cmの若干湾曲した板材。凸面には黒漆が

見られ、凹面にもかすかに残っている。全長19cm。74は幅9.7cm、厚さ0.9cm、長さ 31.7cmの板

材。短側面に1・ 3の釘穴と思われる約0.2cmの円孔がある。いづれも用途不明。

薄板状木製品 (68・72・76) 68は残存最大幅1.5cm、厚さ0.2cmの短冊形の板材。一端は欠損

しており、残存長16.2cm。72は残存最大幅6.1cm、厚さ0.2~0.3cmの板材。両端は角を丸く削っ

て山形をなし、残存部 5ヶ所に0.2~0.3cmの円孔を穿っている。両端とも欠損し、残存長27.7

cm。76は幅3.7cm、厚さ0.1cm、全長35.8cmを測る隅丸の短冊形を呈する。いづれも用途不明。

(4) 整地層ー第12層一

第12層は16世紀中葉に整地された50~60cmの層で、時期差のある遠物が多駄に含まれていた。

遺物は土師器皿、瓦器椀．皿、瓦質播鉢、磁器、瓦、金屈製品などが出土した。

土師器皿（第12図図版12・ 15) 

土師器小皿(77~88) 小皿は褐C(77)、白D(78)、褐E(80 ・ 85)、褐G(81)、白 G(88)、白

H (79 ・ 83 ・ 84)、褐H(82 ・ 86 ・ 87)とあり、 H型式が多い。

土師器中皿(89・ 102) 中皿は褐C(89)、白 F(96)、褐G(99)、白 G(90 ・ 101)、褐H(91・94・ 

95 • 98 ・ 100)、白 H(92 ・ 93 ・ 97 ・ 102)とあ』り、 H型式が多く出土している。

土師器大皿(103~110) 大皿は褐E(108)、白 F(104)、白 G (105)、白 H (106 ・ 107 ・ 109 ・ 

110)とあり、小・中皿と同じ<H型式が最も多い。

瓦器・土師器・陶器・磁器（第13図 図版13)

瓦器椀(111~115) 瓦器椀の出土も少なくないが小片が多く、完形・復元可能なものは皆無

である。 111・ 112は庭部からゆるやかに立ち上がるイ本部をもち、口緑端部を丸くおさめている。

休部外面はユビ｀オサエ、口縁部は司コナデを施している。内面ヘラミガキはともに粗く、111は

斜方向ののち横方向に施している。 113は器高がやや高く、内面のミガキは密である。 114・115

は底部のみである。ともに高台は断面三角形を呈し、それほど高くなく、 114の作りは雑である。

114は並行線、 115は斜格子状の見込み暗文を施している。

瓦器中皿(116) ｛本部は浅い凹面をもつ底部から外上方に立ち上がり、口縁部は少し開いて端

部を丸くおさめている。イ本部と底部の間に浅い凹線を有す。底部外面ユビオサエ、口緑部外面

から内面ヨコナデ。内面には粗いミガキを施している。

土師器椀(117) 底部のみで断而三角形のはりつけ高台を有し、橙色を呈す。

瓦質鉢(122) 口縁部は少し内傾ぎみにふくらみをもって立ち上がり、段を有して端部を丸く

おさめている。口縁部外面および内面はヨコナデを施し、 1本部外面はヘラケズリ調整している。

濃い灰色を呈する。

瓦質揺鉢(123) D緑部は内傾して立ち上がり、端部を丸くおさめている。口縁部外面はヨコ

ナデを施し、イ本部外面はヘラケズリ調整。内面には浅い櫛描線が見られる。

瀬戸小皿(118) 1本部は平面をもつ底部から外弯しながら立ち上がる。口縁部はやや水平に開

き、端部をほんの少し内條して立ち上らせ四角くおさめている。内側は口縁部とイ本部の間に段
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lO呵

I ~ー土器 1-

を有す。口縁端部外面から内面全体に施釉。口縁部から底部の外面は露胎のまま。底部は糸切

り。口縁径8.3cm、器高2.1cm。釉はオリープ黄色を呈する。

瀬戸碗(125) 内面にはロクロによる回転ナデが見られる。外面は施釉し浅黄色を呈する。

常滑甕(124) 肩部片。外面は暗赤色を呈し、綾杉状の押印が見られる。

備前碗(121) 底部。高さ0.6cmの低い蛇目高台をもつ。内外面に自然釉が見られ、露胎部は

灰オリープ色を呈する。
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第13図 整地暦内出土遺物実測図一土器 2-

宵磁碗(119・ 127 ・ 130) 119は1氏部で高さ 1.2cmの丸みをもった高台をもち、明オリープ灰色

を呈する。高台端部から裏面はi皆胎。 127は口縁部片で11<オリープ色を呈する。 130は竜泉窯系

の1本部片で外面に縦長の蓮弁文様を有し、明緑1仮色を呈する。

白磁碗(120・ 126 ・ 128 ・ 129) 120は底部片で内面見込み近くに沈圏文があり、見込み部には

多はの砂粒が付着している。内面は施釉して灰白色を呈するが、外面底部から高台は露胎。 128・

129は口縁部片。 128は高い玉縁状をなし灰白色を呈する。 129は段のよわい玉緑状口緑をなし明

緑灰色を呈する。 126は朝鮮系の白磁で、胎土は粗</1く臼色を呈する施釉も雑である。底部外面

は殴胎。

瓦・金属製品（第14図 図版18)

文字瓦(131) 縄目のある平瓦凸面端近くに「王」篇と思われる漢字が刻まれている。

円盤状瓦製品 (132) 平瓦を円形に打ち欠いて作ったもの。径4.3cm、厚さ 2.1cm。

背銅製飾り金具(133) 径2.1cm、1厚さ0.5mmで極めて薄く、周円部はほとんど破損している。

中央に2.5mm四方の孔があり、 6方向に留め金用の径 1mmの円孔を配している。

(5) 溝埋土ー第13・ 14層一

埋土は土質によって 2層に区分した。しかし両層はほとんど同時期に埋め込まれたと考えら

れる。とくに第14層は多鼠の遺物を含んでいた。遺物は土師器皿・椀、土師質羽釜・甕、瓦器

皿・椀、瓦質揺鉢、須恵器、瓦などが出土した。

土器類（第15図 図版14)

土師器小皿(134~141) 小皿は褐D(136 ・ 140)、白 E(134 ・ 135 ・ 137 ・ 138)、褐E(139・141)
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とあり、臼・褐色のE型式が主流をしめる。

土帥器中皿(142・ 143) 中皿は白 A(142)、褐F(143)があった。

土師器大皿(144-152) 大皿は褐B(151)、白C(144)、褐D(148)、白 E(146 ・ 150)、褐E

(147)、白 F(145 ・ 149)とあり、白 E・Fが多く出土している。 152は8世紀代の皿でイ本部内面

に斜方向のミガキが施されている。

瓦器皿(154・ 156) 154は平担な底部から外上方に立ち上がり、口縁端部を丸くおさめている。

内面にはやや粗いミガキを施し、見込みには並行線の暗文がある。 155は丸みをもった底部から

ゆっくりと立ち上がり、口縁端部を内側に少し肥厚させて丸くおさめている。内面のミガキは

極めて粗く、見込みには並行線の暗文がある。 156は少し凹面の底部より外弯しながら立ち l：が

り、口縁端部を丸くおさめている。内面のミガキはやや丁寧に施し、見込みには並行線の暗文

がある。 154・ 156は中皿、 155は小皿。

瓦器椀(157-161) ｛本部は外反しながらゆるやかに立ち上がり、口縁端部を丸くおさめてい

る。イ本部外面ユピオサエ、内面粗いヘラミガキ。口緑部は強いヨコナデを施し、 158はとくに強

＜端部は少し外に開いている。 160・ 161には外面に少しヘラミガキを施している。 157は底部の

みで断面三角形の低い高台がはりつけてあり、見込み部には 2重の円暗文が見られる。

土師器甕(162・ 164) 162は口縁部片。口縁部は外上方に短かく開き、端部は内側へ折り四角

くおさめている。内外面とも丁寧なヨコナデを施している。胎土は密で橙色を呈する。 164は復

元口径13.8cmの小型甕である。口縁部は丸みをもって内傾するイ本部から外上方へ大きく開き「く」

の字状を呈する。端部は内側に折って段をなし四角くおさめている。口緑部内外面ヨコナデ。

体部外面には縦方向の櫛描条線を施し、内面ユピオサ工。胎土はやや密で橙色を呈する。

土師器羽釜 (163) 口縁部は内傾して丸みをもって立ち上がり、端部を外上方に開いて丸くお

さめている。口緑部外面・端部内面はナデ、内面はユビオサ工。胎土は砂を含み粗く橙色を呈

する。全体に磨滅が激しい。

土師器椀(165) 浅い凹面をなす底部から外上方にするどく立ち上がり、端部をやや丸くおさ

めている。底部外面ユビオサ工。｛本部内外面ヨコナデ。胎土は密で橙色を呈する。

須恵器杯(166) 底部片。平面をなす底部に断面四角形の低い高台をはりつている。高台部か

ら1本部内外面ヨコナデ。底部内面ナデ、外面ケズリ。焼成良、胎土は密で灰色を呈する。

瓦質揺鉢(167) 片口をもつ揺鉢で、外上方に大きく開いて立ち上がるイ本部から口緑部は段を
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第16図 溝埋土内出士遺物実測図一瓦ー

有して少し内制して立ち上がり、端部を丸くおさめている。イ本部外面ヘラケズリ、口縁部ヨコ

ナデ。内面全休に浅い櫛描条線が不定方向に施されている。胎土は砂・小石を含みやや粗く、

オリープ灰色を呈する。

瓦（第16図図版17)

瓦は軒丸瓦•平瓦・丸瓦が出士したが小片が多い。

蓮花文軒丸瓦(168) 内区に斜め上から見た蓮花を写実的に描いている。花弁は肉厚で丸みを

もち、中央に宝珠形の弁を詞いて左右対称に配し、花弁上部に細い数本の薬を有す。外区は 2

本の図線で画され、その中に高くて大きい連珠を配している。周緑は高く、断面四角形を呈す

る。瓦当裏面はナデ、横位はケズリののちナデて仕」：げている。

巴文軒丸瓦(169) 内区に左廻りの三巴を配す。巴は肉1厚で起頭部を少し尖らせ、尾を長く延

ばして界線としている。外区には圏線と放射方向の界線によって画された中に丸みをもった大

きい連珠を配している。瓦当裏面は凹状をなし、横位ともナデで仕上げている。

(6) 下部遺物包含層ー第16・ 24層一

第16層以下の層にはほとんど遠物は含まれておらず、溝の北肩をなす第16層より土師器皿、

第24r€:. の砂階から土師器などが出土しただけである。

第16層（第17図図版16)

土師器大皿(l70) 1本部は丸みをもって底部から外J-：方に立ち」：がり、口縁端部を丸くおさ

め内側に段を有す。胎土は密で橙色を呈する。

第24層（第17図罰版10)

土師器甕(171-173) 庄内式。「く」の字状に大きく外反する口緑部片。口縁端部は少しつま

み上げて内側に段を有すが、 171・ 173はやや退化している。 172・ 173は体部外面に細いタタキ

メがあり、内面はヘラケズリを施している。口縁部はヨコナデ、 172は内面に数条のヘラミガキ

が施されている。 171は褐色、 172は浅黄色、 173は1仮白色を呈する。

土師器鉢(174) i本部は少し丸みをもって立ち上がる。口縁部は外」：方に開き、端部を直立さ

せやや尖らせておさめている。 [l緑内外面ともナデ。｛本部の調整は）村滅により不明。胎土はや

や密で橙色を足する。

士師器有段鉢(175) 1本部はゆるやかに丸みをもって立ち上がる。口緑部はほぼ水平に開いて
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第17図 下部遺物包含暦内出土遺物実測図

段をなし、のち外上方へ立ち上がり端部をやや尖らせている。胎土は密で橙色を呈する。

土師器無頸壺(176) 丸みをもって内傾するイ本部から口緑部は「く」の字状に外上方へ開き、端

部をつまみ上げている。口緑内外面ヨコナデ、イ本部外面ナデ、内面ヘラケズリ。胎土はやや粗

くにぶい黄褐色を呈する。

土師器壺(177・ 179) 177、口縁部は大きく外反して立ち上がり、端部は面をなして内側に段

を有す。面には浅い櫛描線と斜方向の刻目文を施している。口縁部外面ナデ、内面ヘラミガキ。

1本部内面ユピオサエ、外面磨滅のため不明確。胎土はやや粗く、にぶい橙色を呈する。 179、ニ

段に外反する口緑部片。口縁部は頸部より平行に開いて面をなし、さらに外上方に立ち上がっ

て端部を丸くおさめている。下部面には径 2cmの竹管円形文が配されている。内外面ともナデ

を施していると思われるが、磨滅が著しく不明僚である。胎土はやや粗く、にぶい褐色を呈す

る。

土師器高杯(178) 脚部。脚高はそれほど高くない。裾部は大きく広がり端部をやや丸くおさ

めている。 4方向に0.7~ 1cmの円孔を穿っている。全体に磨滅が激しく調整は不明。胎土はや

や密でにぶい橙色を呈する。

注 （1) 曽我恭子 「出土遺物」 『神並遺跡I』束大阪市教育委員会 （財）東大阪市文化財協会 1986年

阿部嗣治 「土師沿」 r若江遺跡発掘調査報告1FI 遺物編』 （財）束大阪市文化財協会 1983年

(2) 稲垣秤也 「古瓦の様式と形式・型式」 奈良国立博物館編r縮刷版 飛，杓白皿の古瓦』 1982年

(3) 間壁忠彦 「備前」 『世界陶磁全媒 3 日木中世』 小学館 1977年
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w．絵図より見たる若江城

現在の若江の地においてはまったく「城」の面影を見ることはできない。これまでも多くの人

々によって研究され、城および城域の想定も行なわれてきた。しかし、それらは字名（城など）

をもとにしてなされたものであり、かなりの部分が想像であったといえる。今日においても城

の全貌を明確にすることは不可能であるが、今回若江地域の古絵図の存在を知り、発掘調査に

よる考古資料なども増えてきたことから、おぼろ気ながらその姿をかいま見ることができるの

ではないかと思、う。以下、古絵回を紹介し、のち若江城の城域の想定を試みたい。

1.飯田博ー氏所蔵絵図
,2, 

昭和57年12月に実施した若江南町地区を通る旧十三街道での下水工事に伴う第26次発掘調査お

よび木発掘調査の期間中、郷土史に関心を抱いておられる飯田博ー氏は、幾度となく調査地を

訪ねてこられた。その折、飯田氏より若江関係の資料をいくつか所蔵しておられるむねをお聞

きし、後日飯田宅をお訪ねして資料を拝見させていただいた。その中にここに紹介する絵図が

含まれていた。絵図原本は傷みが激しく全図を広げて見ることはできなかったが、飯田氏御自

身、数年前に複写したものに原図どおり着色しパネル化しておられ、それによってゆっくりと

観察することができた。この絵図は若江の旧家の一つである飯田家に代々伝えられてきたもの

と思われるが、飯田家の方々においても近年までその存在を御存知なく、 10数年前、仏壇を移

動・整理されたときに博ー氏が発見されたものである。

(1) 絵図の性格

絵図は上直紙 4枚からなっており、全部をつなぎ合わせると縦50.2cm、横73.2cmの長方形と

なる。その中に東西南北を記し、東は玉串川（大和川）周辺から西は楠根川周辺までの約 3km、

南は現在の第 2寝屋川周辺から北は岩田川周辺までの1.8kmの範囲が描かれている。しかし村中

（居住地域）をくわしく、大きく描いているため、実際の距離間隔では紙面に入りきらない。そ

のため四方、とくに北・東側の田地・川などを縮めて作成している。すなわち若江の村中部分

東西約 1kmが32cmであるのに対し、東側 1kmを19cmに、同じく村中部分南北0.8kmを32cm、北側

0.8kmを8cmに描いている。文字の記入については周辺部の多くのものがそれぞれ中央から四方

に向いて記されているが、細部のものなどには方向性はない。

絵図には大和川（玉串川）、楠根川をはじめとする水路、十三越道筋などの道路、各村の村中、

堤、田地などが色別して描かれており、塚本宮と書かれた若江鏡神社、蓮浄寺、蓮城寺、薬師

堂（寺）、信行寺などの宮・寺があり、山口伊豆守殿石塔とともに三好左京大夫殿城跡として若

江城跡が記されている。この中には現存しない妙覚寺、光源寺、良法寺と浄土真宗の道場 4ヶ

所、宮 4ヶ所も記している。道場は下若江村・上若江村各 2ヶ所あり、 1ヶ所は未確認である

が、 3道場はのちに寺となっている。すなわち『若江村郷土誌』などによると下若江村中央の道
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8.蓮城寺 9.明徳寺 10.光源寺 11.道場 12.良法寺 13.道場（恵浄寺）



(3) 

場は浄教寺（字 今井）、東側は宗仙寺（字 見郷）で、上若江村南端の道場は恵浄寺となる。周

辺の村としては西に下小坂・中小坂・宝持・上小坂、南に西郡、東に市場、北に岩田がある。

若江も上若江・若江・下若江に分れており、この状態は正保 3年(1646)から明治19年(1886)ま

で続いていた。絵図は村中、道、寺社、水路などを色別して描いていること、居住地域をくわ

しく記すため大きく描き周囲の田地部分を縮めて書いていること、北を上にするという規定が

明確でないことなどから見て、江戸時代の典型的な村絵図といえる。ただ若江という土地柄か

らして、川をはじめとする水路がくわしく描かれ、樋（入樋・用水開樋）の場所が明記されてい

る。また堤構築のこと、年貢に関することが内き加えられている。前者は大和川沿に堤を構築

するにあたり、下若江・若江・上若江の3村で分担し、南側148間2尺を上若江村分、北側の239

間1尺を若江村分・ 192間を下若江村分としたと記している。また後者は現在の第 2寝屋川東端

部に「寅より 8升 4合差引」、同川沿の池（留池）に「丑より 3升弓 1」とあり、他に美女堂川と 2ヶ

所の池にも同内容のことが書かれている。これは川や池の存在（改修や構築などに伴い）によっ

て、寅．丑などそれぞれの年より年貢を記した分(8升 4合・ 3升など）だけ差し引くことを明

記したものである。このようにこの絵図は用水図の要素を濃く含んだ村絵図といえよう。

(2) 絵図の製作年代

この絵図に描かれている社寺、石堂、村名、川、用水井路などを手掛りとして、それぞれの

創立、建立、廃絶年代、開削年代等を検討することにより製作年代の推定を行ないたい。

絵図に苫かれている村名が「上若江村、若江村、下若江村」となっている。『大阪府全志』に

よれば「本地は古来若江郡に属し、もと巨麻郷にして、後、若江村と称せしが、正保 3年分れ

て若江・上若江・下若江の三ヶ村となり釆りしも、明治19年 2月復た合して更に若江南・若江

北の両村となれり」とあり、この村名となったのは正保 3年(1646)以降明治19年(1886)までの

間であることがわかる。

社寺をみると、塚本宮、信行寺、薬師寺、妙覚寺、蓮浄寺、長寿寺、蓮城寺、明徳寺、光源

寺、良法寺、道場が描かれている。大部分の寺院は創立年代が不明であるが、『大阪府全志』に

蓮浄寺は「慶長 2年(1597)5月20日の創立、正円の開基なり」と、明徳寺は「明治28年11月6

日同字の 641番地より今の 419番地に移転せり。」と記されている。 r若江村郷土誌』に「蓮城寺

（日蓮宗）若江南鏡神社ノ社前ニアリ開基創建詳ナラズ正保元年 (1644)焼失シタルヲ以テ承応二

年(1653)真言宗僧道心ナルモノノ再典ニカカル其後更二類廃二帰シタリガ元禄六年(1693)京都

順妙寺十五世随居蓮性院日相」：人ノ再建シタルモノニシテ順妙寺ノ末派ナリ」「明覚寺・日蓮宗

末寺ニシテ延突五年(1677)三月廿八日摂津国大阪天満末広町蓮典寺五世大徳開基創立」とある。

『河内芸振城』の中に、真宗寺院恵光寺を支えた村寺と村人を一覧したと思われる横長帳の記載

がある。史料は年号、表題はないが、江戸後期のものと推定されており、ここに若江地域の願

生寺、恵浄寺、光源寺、明徳寺、蓮浄寺、崇信寺、信行寺、浄教寺が書かれてある。これらの

社寺からみれば、この絵図は明（妙）覚寺が描かれていることから延質 5年(1677)以降のもので

ある。
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山口伊豆守殿石堂は山口伊豆守重信の碑で『河内鑑名所記』に「大坂軍五月六日ほのほのに、

木村長門守と合戦して敵数多打、終に打死の所也。其後舎弟山口但馬守弘隆為重信碑を立。」と

ある。重信は元和元年(1615)5月6日、大坂夏の陣で徳川方の井伊直孝15,000の軍勢の先頭隊

として大坂方木村長門守重成5,000の軍勢と若江の地で戦い、重成の槍で突かれ、戦死した。年

26であった。碑文によれば、弟山口但馬守多多良弘隆が重信の33回忌にあたる正保 4年(1647)

5月6日にこれを建てたとある。この碑の南、川の対岸に木村重成の墓がある。重成は井伊氏

の先頭庵原助右衛門朝昌と槍を交えて戦死。安藤長三郎首級を挙げる。重成の墓碑は若江西村
9 9) 

家文苔によれば、重成の150回忌に当り、重成の首を貰いうけた彦根藩士安藤長三郎重勝七代

孫次耀が、その菩提を弔うためにここに募碑を建てたものである。宝暦 14年 (1764)のことで

ある。しかし、この木村重成の墓は絵図には記されていない。このことから考えれば、この絵

図は宝暦14年(1764)以前に描かれたものと思われるが、木村重成の墓碑は西郡村に属している

ため描かれなかった可能性もある。

川、用水井路では、現在の玉串川が大和川とかかれている。大和川は宝永元年 (1704)に柏原

市の石川合流点付近から真西に開削され堺市の北方で大阪湾にそそぎ込むが、それ以前には北

ないしは北西方向に恩智川、王串川、楠根川、長瀬川、平野川と河内平野を分流して流れてい

た。付替後は旧河床、池床を田地に開発した新田が多くできた。この絵図でも市場村にあたる

ところに玉井新田が開発されるがこの絵図にはその記載がない。この点から考えればこの絵図

は宝永元年以前のものと思われる。

以上のことから考えれば、この絵図は明（妙）覚寺が創建された延賓 5年(1677)から大和川が

付替えられる宝永元年 (1704)の間に描かれたものと考えられる。

2.絵図などからの城域復元の試み

昭和62年度までで若江遵跡の調査は34次を数える。これらの調査において若江城に伴うと考

えられる遺構・遠物を数多く検出している。また若江地域の小字の中には「城」など城に関係す

るものがいくつか見られる。近年、各地の遺跡で地中レーダー探査による遺構の推定方法が試

みられており、本遺跡においても昭和61年 6 月• 8月、 12ヶ所について実施した。それに伴い
9 ] l) 

昭和17年の航空写真より作成した微高地区分図（第22図）などもある。以下、村絵図をもとにし

て発掘調査結果、字、文献史料、地中レーダー探査結果、古地図、航空写真などによって城の

城域および周辺地域の想定・復元を試みたい。

(1) 城関連の遺構

これまでの発掘調査で、 15・ 16世紀代の遺構は堀、建物、溝、土嬰などを検出している。

堀 現在までのところ東西に走る堀 1本（堀 1)と南北に延びる堀 5本（堀 2~6)を確認し

ている。堀 1は府道大阪東大阪線に沿うようにして東西に延びており、西は若江小学校正門西

寄りで北へ方向を変え（堀 4)、東側も若江南公園西寄りで北向きに延びている（堀 2)。この堀

の東西長は約160m、幅10~15m、深さ 2m前後を測る。底面はほとんど凹凸がなく、北肩およ
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第20図 発掘調査検出遺構図



ぴ南肩は 2~3段に掘られていた。第20次調査部分では逆茂木と考えられる木杭群を検出し、

第24次調査区では多量の瓦とともに壁下地が出土した。この堀は16世紀中葉から後半にかけて

存続した。

堀 2は第14次の調査で検出した堀 1東側より北へ延び、その東肩部には土塁が築かれていた。

この堀は幅16m、深さ 2.5m以上を測り、 15世紀中頃から 16世紀後半まで改修し、縮小しながら

も存続しつづけた。

堀 3は堀 2より西約80mに位置し、堀 lから北へ延びるものである。この堀は幅12m、深さ

1.5mを測り、東肩はやや急で両肩とも 3段に落ちている。堀内からは瓦（鬼瓦・鰭瓦・飾り瓦

など）とともに多くの金属製品（釘•かんざし・刀子・鏃・貨銭など）と木製品が出土し、焼

土・炭と焼成をうけた遺物を検出している。 16世紀代の堀で、同後半には埋没。

堀 4は堀 l西端から北へ延びるもので、幅10m以上、深さ 2mを測る。堀内からは多量の瓦

とともに壁下地・礎石などが出土している。 16世紀代の堀。

堀 5は堀 4より西72mに南北方向に走る堀。幅10.34m、深さ 1.5mを測り、両肩はゆるやか

に落ちて底面はやや丸みをもつ。室町時代末期 (16世紀後半）から江戸時代中期まで存続。

堀 6は堀 5よりさらに西33mに南北方向に延びる堀。西肩は 3段になっていたが、東肩は調

査地外になり不明。幅は調査地内だけで3.4mを測り、推定全長は 6mを越えよう。深さは1.33 

mを測り、堀内からは多鼠の瓦と土師器・瓦器・陶磁器などが出土した。 16世紀後半に埋没。

建物 今回までの調査で掘立柱建物・礎石建物・博列建物を検出している。

掘立柱建物、礎石建物は若江幼稚園周辺で検出している。掘立柱建物は16世紀後半の1間1.6

mの柱穴列 (5個）であった。礎石建物は1問1.9mの 2列の石組（根石）で、室町時代末期のもの。

ともに調査地が限られていたため正確な規模は不明。幼稚園の南側の歩道橋基礎部より 16世紀

後半の長辺2.lm、短辺0.95m、厚さ0.35mの礎石が原位置を保ったままで出土し、堀の埋土内

からも礎石が出土している。

溝列建物は 2ヶ所で検出している。第27次調査で27X25cm、厚さ 2.5cmの博を東西5m、南北

1.2m以上に立て列べたものを検出し、出土遺物などから16世紀末以降のもの。第 5次調査の博

列は東西に列べたもので、堀 2埋没後のものか。博列建物は城廃絶後のものと思われる。

このほか、 15・ 16世紀代の遺構としては石組の溝・溝•井戸・土砿なども検出しており、当

時の生活様式を知ることができるが、部分的な調査であり城との関係は不明である。

以上のことから、現在の若江幼稚園・若江公民館を囲むように堀があり、その付近から建物

跡を検出し、 15・ 16世紀代の種々の遺物が出土していることなどから、この場所が城の中心地

であったことを裏付けている。

(2) 若江地域の小字

近年、字を記した地藉図をもとにしての研究で、幾多の発見・確認がなされてきた。字名な
,,:11 

どの地名は、人をして「大地に印された史料」といわしめるほど、歴史研究に大きな役割を果た

している。城郭関係でも地籍図を使用しての研究が最近とくに注目されている。たとえば桑原
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公徳氏の長岡京市勝竜寺城の復元、小和田哲男氏の静岡県内の城館跡の研究などがある。
9 15) 

若江地域の小字調査は古くから多くの人々が試みてこられた。 今日、若江およびその周辺地

域の字切（字限）図の正確なものは現存していない。そのため今回は「明治23年 1月1日現在調

土地台印長」（若江北 8冊、若江南 7冊 法務局枚岡出張所）より字名およびその地番を抽出し、中

市税事務所にある「正本 換地説明苫」の若江地区の部分より調ぺた字ー地番とを照合して、そ

れを地藉図一1/5,000東大阪市地筋図 中地区南部ーに落として字切図を作成した。現在の地

藉図には河川の付け替え（昭和 9年、第二寝屋川）や土地整備などによって地番変更された場所

ーとくに若江地区の西側、第二寝屋川沿ーがあり、法務局の公図（地番地図）、明治20年 8月編
IヽI;, 

纂の「大阪府河内国若江郡若江南村全図」（中市税事務所）および故湯村平＿芝氏の研究資料など

によって旧地番を確認した。しかし若江地域の居住区内をはじめ字名の不明な所があり、今後

も調査を進めたい。

そこで字名を見ていくと興味あるものがいくつかみられる。越塚・砂子塚・石塚などの塚名、

寺内・寺垣内・権現・宮ノ前などの寺社関係名などもあり、今後の文化財調査の手掛りとなろ

う。以下、主要な小字名を北若江と南若江に分けて取り上げ、若千の解説を記して若江城の城

域およびその周辺地域の復元の糸口としたい。

＜北若江＞

城の川 字「城」の北限より北390m付近に 2ヶ所あり、城を守る北限の川か。この地は現在

の若江本町二丁目地内にあたるが、川は現存しない。しかし西の若江北町二丁目から若江西新町

二丁目にかけて東西に延びる水路が現存しておりこれと継がるものか。絵図には描かれていな

し‘

゜
石成 三好三人衆の一人、石成友通と関係するか。

大臼 ダイウスと読み、ゼウスの当て字といわれる。若江三人衆の筆頭・池田丹後守教正
9 1HI 

が建てた会堂があった場所か。若江南町にも「クルス」がある。

西口 大坂方面から下若江の村中（居住区域）に入るあたりに散在し、城への入口の一つ。

大坂方面（中小坂村）へ向う楠根川を渡る所には「橋詰」がある。

大垣（大カキ） 西口と同様下若江村の人口部にあり、垣・柵などの防御施設があったか。

駒 軍馬などの馬をとめおいた場所か。

東口 高野街道から下若江村に入った所に点在。城への入口の一つ。

返見口 見郷・返見郷という字があり、古くから城への入口の一つと考えられていた。本

城への入口か。

＜南若江＞

城 これまで若江城を想定復元するときのもとになってきた字名。しかしこれまでその範

囲は不明確であった。若江のほぼ中央に位置し、現在の府道大阪東大阪線を挟むようにしてあ

る。南限は東大阪市立若江小学校の南を東西に走る道の南寄りであり、東は剪女堂川を限りと

している。南北250m、東西の南辺380mを測る変形の台形状をなす（西北部・東南部を欠く）地
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域である。この範囲が城の主要地域と考えられる。絵図の「三好左京大夫殿城跡」と記された範

囲と重り合う。

寺垣内 垣内とともに絵図に見える光源寺（現存しない）の寺域か。『大阪府全志』などに若

王寺・光蓮寺が寺垣内にあったとあり、その寺域か。若江寺の存在した所ともいわれるが不詳。
'l~I 

付近の発掘調査で古代から中世に亘る瓦が多数出土している。

宮崎•宮の前・宮ノ後 式内社若江鏡神社周辺の字名。

クルス 若江の南地域でのキリシタン関係の会堂などがあった所か。

その他絵図との関係で「樋尻・上樋尻・久保の樋尻」が現存しない入樋の場所を示し、 「堤下」

は若江の各村が分担して構築した玉串川の堤の西側にあたる。

(3) 城域などの復元

絵図を見ると中央部に「三好左京大夫殿城跡」と記し、水路で囲まれた地域がある。城は1580
(20) 

年ごろ廃絶したといわれ、建物を移築（八尾城）あるいは取りこわし、一部の堀を埋めたと

思われる。しかし、この絵図が作成された江戸時代前期にはまだ堀割などの名残りが十分に見

うけられる。南側は破損しているが、発掘調査からこのあたりに（府道大阪東大阪線沿）東西に

走る堀と南北に延びる堀を検出しており、堀で囲まれたこの部分が城の中心部にあたると考え

られる (I郭一本丸）。その規模は幅10~16m、深さ 2rn以上の堀によって画された一辺約140m

の方形をなし南堀（堀 1)中央西よりに北へ延びる堀（堀 3)を設け、郭の一部をさらに画してい

たものと思われる。

内部の建物については『信長公記」に、三好義継のご家老が信長に寝返り、

佐久問右衛門を引入れ、天主の下迄攻む、逃候処叶ひ難く思食し、御女房衆、御息様皆さ

し殺し切出、余多の者に手を負せ、其後左京大夫殿腹十文字に切、比類なき御働き、哀なる

有様なり。

とあり、天主（守）があったことが記されている。確かに多屈の瓦の中に鰭瓦があり、2.lrnX 0.95 

mの長方形の大きな礎石も検出していることから大規模な建物の存在を想定できるが、天守に

あたるものかどうか裏付けるものはない。その他の建物についても発掘調査で堀立柱建物・礎

石建物の存在を確認しているが、その規模・構造などは不明であり、その一端を知るにすぎな

い。第24・ 27次調査で堀内より多触の瓦とともに壁下地が出土しており、 I郭の周囲は瓦を葺

いた築地塀がめぐらされていたと考えられる。堀埋土内より漆喰を少し検出しているが、壁下

地周辺にはまったく見られないことから、建物の一部は漆喰による化粧を施していたかもしれ

ないが、ほとんどは上壁のままではなかったかと思われる。 I郭への入口（門）の場所は東ある

いは南にあったと考えられる。南堀内より橋に伴うのではないかと思われる木杭を検出してい

ることから、南に面していたのかもしれないが不明である。

I郭をめぐる堀は一部（東北隅）美女堂川を利用している一堀内に水を引くためかーが、ほと

んどは索掘りのもので、堀には石垣を使用していなかったようである。幅は場所によって異な

るが10~16mを測り、深さは2.5mを越えていたと考えられる。底面はほとんど平坦で少し水を
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i 

たたえ、内側は 2段、外側は 2~3段の階段状をなし、逆茂木などを備えていたと思われる。

r長禄党正記』 長禄 4年(1460)10月10日の条に

四方ハ皆深田ナリ。ロニッニ栴へ所々ヲ掘切テ掻楯ヲカキ。逆茂木ヲ引待カケ。

と畠山時代の記事ではあるが、その存在を記してし、る。

I郭の周辺地域について想定するのはより困難である。とくに北地域については発掘調究が

ほとんど行なわれておらず、資料が不足している。そこで絵図と地藉図から復元すると I郭の

東側・美女堂川筋、南側・若江鏡神社の北、西側・堀 6（水路R)に囲まれた東西380m、南北210

mの逆L字状の地域一地藉図の字「城」の東・南部ーを II郭（二の丸）と考えたい。この地域内で

の発掘調査は第 1次調査をはじめ 6次の調査が行なわれているが、 15・16ilt紀代の追構は井戸・

溝などだけで明確な建物跡を検出してしヽない。ただし西端の堀 6内から多駄の瓦が出土してお

" I 
I 
l 

---" ---
第22図 若江地域微高地区分図 （国際航業作成より）
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り、堀 5とに挟まれた一画に瓦葺の建物があったことが想定できる。南端付近ではこれまで現

在の道路上で第 8・ 15次と下水管埋設に伴う調査を実施しているが、堀などの郭を限る遺構は

検出しておらず、道路上でのレーダー探査でも溝などを確認できなかった。しかし地籍図では

城一宮ノ後などと明僚に分れ、その界線が道路よりさらに南に位置することから、ここを 1I郭

の南限とし堀などの防御施設があったと考えたい。 I郭の西・北地域では後述する外郭(ill郭・

w郭）以外に 1I郭に相当するような郭は見られない。ただ絵図の下若江村中内 (ill・N郭）には

水路一水路⑤・◎・①などーがあり（現存しない）、これらが防御用の堀としての役割を担って

いたと思われる。 1I郭への入り口としては、南の若江鏡神社の参道前を北上して入る口、北西

部の蓮浄寺の南から入る口、北東部の字「返見口」から入る口の 3ヶ所があったと考えられる。

以上の I・ II郭は本来の政治的な意味での城と考えられる。さらに軍事的・経済的性格を含

めた城としては I・ II郭を挟む外郭(m~v郭）があり、それぞれ村中（居住区）を取り入れて形

成していた。 m.w郭はのちの下若江・若江の村中を囲み込む形でつくられており、皿郭は薬

師寺の西側の堀（水路R)から美女堂川までの東西約400m、南北約320mの範囲で、その中に 4

条の水路（堀切）が走っている。 W郭は美女堂川から旧の河内街道までの東西約250m、南北約200

mの変形の五角形を呈する地域で、 II郭へ入る返見口があり「返見郭」とでも称すべきもの。 V

郭は若江鏡神社を含む旧の上若江の村中を囲み込んで形成されており、 II郭の南端から現在の

第二寝屋川までの南北約330m、東西（水路R～①）約200-370mの長ぐつ形を呈する。

これらのことから、若江城は 5郭から形成されており、城郭は南北760m、東西630m（北）～

370m（南）の規模であったと考えられる。これは平山城ではあるが、若江城とともに河内の守護

所であった高屋城の規模に匹敵するものである。前述したように政治的に中心的役割を果たし

たのは主郭（本丸）である I郭とその東南部に位置する II郭（二の丸）であり、地籍図の「城」の範

囲がほぼそれに相当する。

最後に若江城全体の防備について若干述べておきたい。若江地域を巨視的に見ると若江鏡神

社から I・ II郭を含む城域はその周辺地域にくらべてわずかに高く、微高地を形成している。

このことは第22図の航空写真よりの微高地区分図からもうかがうことができる。『長禄寛正記』

などにも「四方ハ皆深田ナリ」と記され、字でも浮原・沢端・長沢・薄池などがあり、当時の城

域の周辺地域が湿地帯であったことを知ることができる。また東に王串川、西に楠根川、北に

岩田川（仮称）、南に現在の第二寝屋川が走り、若江地域が完全に川で取り囲まれている。この

ように若江城は標高 5mという平地に築かれた平城であるが、四方を川に囲まれ、城の周辺が

深田一湿地帯であったことなどから自然の要害の地に設けられた城である。

当時の若江およびその周辺を走る幹線道路としてはV郭を通る十三街道と城域の東方を南北

に走る高野街道があった。のちこの高野街道はなくなり、江戸時代中期以降河内街道と呼ばれ

る岩田から W郭東端を通り、 II郭を斜めに貫ぬき若江鏡神社の参道前の道と重なり西郡の中ノ

辻を経て八旭へ向う道になる。高野街道は岩田から西郡北ノ辻までほぼまっすぐに通っており、

その道から若江城 (N郭• V郭）へ通じる西への 2本の道が延びていた。この道からの入口を含
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め若江城への入口は 5ヶ所あった。北側では大坂から中小坂村を通って西より III郭へ入るロ一

字・西口が点在ー（①)、前記の高野街道より W郭へ入るロー字・東口が点在ー（②)がある。南

側はいづれも V郭へ入るもので、大坂から上小坂村を通って西より入る口（④)、八尾から西郡

村中ノ辻を通って南より入る口（④)、高野街道より入る口（⑤)がある。これらの入口を見て共

通するのは城に入った所に寺が存在することである。絵図には真宗道場を含めて13の寺がある。

これらの寺は妙覚寺以外、その創建年代は不詳であり、現存しないものもある。しかし中世か

ら近世に亘る時期、村において寺は大きな役割を果たしており、かなりの寺が15・ 16世紀に存

在していたと考えられる。上記の入口との関係をみると

① ．大坂より中小坂村を経て III郭への入ロ一薬師寺・信行寺

② ．高野街道から N郭への入ロ一長寿寺

③ ．大坂より上小坂村を経てV郭への入ロ一光源寺

④ ．八尾から西郡村を経てV郭への入口 f
一良法寺

⑤．高野街道から V郭への入口

となる。寺は当時の人家とは異なり、瓦葺き建物で土塀をめぐらした堅固な造りをしていたと

考えられ、単に信仰の対称としてだけで建てられたのではなく、城内での砦（？）一防御施設と

しての役割を果たしていたと思われる。絵図を見てもそれぞれの寺が 1面ないし 2面、堀に面

していることからもうかがえる。

このようなことから若江城は①四方を川・湿地帯に囲まれた微高地に位讃し、②十三街道が

通り高野街道に接した交通の要衝の地にあり、③周囲に堀をめぐらし、④内部を 5郭に区分し、

⑤郭内の要所に防御施設を兼ねた寺を配した強固な平城であったと言える。若江は室町時代前
(22) 

期以来、河内の政治的中心地（守護所）であったことから、城の形態は中世城館から発達した城

郭の様相を呈し、いわゆる近世城郭にはならずに廃絶している。このことは主郭である I郭が

方形をなして館の形態を残しており、それを取り囲むようにして城郭が形成されていることか

らもうかがえよう。

以上、 16世紀後半の城の状態について述べてきたが、 14世紀末から 15枇紀に亘る畠山一遊佐

時代の形態については若千異なり、さらに考察が必要であろう。 I郭を画する南の堀（堀 1)が

16世紀後半のものであり、その南にほぼ平行して15世紀代の溝を検出している。同東の堀（堀 2)

は16世紀後半、堀東肩を形成している土塁が15世紀後半～16世紀前半に構築され、その下部か

ら15世紀前半の溝を検出している。このように15世紀代にも I郭部分を画する溝があったと思

われ、畠山一遊佐時代の城もこの区域を中心にしていたと考えられる。しかし、この時期の明
(2 3) 

白な遺構は少なく、その形態は不詳といわざるを得ず、今後の課題としたい。

注 (1)．板東史城 「若江城」 『河内文化』第10-13号 1964年などがある。

(2)．原田修・阿部嗣治・吉村博恵 「瓜生熊遺跡・若江遺跡発掘調査概報」 r（財）東大阪市文化財協会年

報 1983年度』 財団法人束大阪市文化財協会 1984年

(3).」-．若江村中央にある道場（字垣内）については未確認。 r若江村郷土誌』（片岡英宗巨床峠春 編 1918 
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• I 

年2月写稿本）によると真宗本駈寺派末寺の寺として「願生寺」が記されている。しかしこの寺は字高畑に

あったとあり、先の道場と一致しない。また、『大阪府全志』（井上正雄 1922年）、『中河内郡誌』（片岡

英宗 1922年）などによると、字寺垣内に、「若王寺」・「光蓮寺」があったと記されており、両寺は同じ寺

（大正村の若江山光蓮寺の支院とある）で、光蓮寺は天文年間 (1532-1554)に建てられた真宗（大阪府全

志）、天台宗（中河内郡誌）の寺である。光源寺との関係は不詳。

(4)．絵図の分類については『藤井寺市文化財第 5号 近世の絵図J（藤井寺市史編さん室 1984年）を参照し

た。

(5)．井上正碓 『大阪府全志』巻之匹l

(6)．片岡英宗巨店蜂春編『若江村郷土誌』

(71.棚橋利光 『河内萱振城＝萱振環濠熱落＝』 城と陣屋シリーズ152号 日本古城友の会 1983年

(8)．三田浄久 『河内鑑名所記』巻六延宝 7年(1679)

(9)．片岡英宗 r中河内郡誌』 山下信太郎 高橋萬次郎 r大阪府史跡名勝天然記念物』第三冊 中河内

郡に記載されている。

110)．木村重成については荻田昭次氏の教示を得た。

Ill)．この調査は（財）束大阪市文化財協会が（株）国際航業に委託して1986年 6月11日から 8月20日にかけて

実施したものである。

(12)．勝田邦夫 「若江城の遺構・遺物」 『束大阪市文化財協会ニュース』 2-3 財団法人東大阪市文化財

協会 ］987年

阿部嗣治 「考古学より見たる若江城」 『若江遺跡発掘調査報告杏 I 遺構編 本文編』 東大阪市遺

跡保護調査会 1982年

113)．一志茂樹 「城館址の形態とその節史的考察」 『地方史の道』 信浪史学会 1976年

114)．桑原公徳 「中世城郭の復原一山城国勝竜寺城を中心に一」 『地窮図」 学生社 1976年

小和田哲男 「地名・地藉図による城館の復原」 r静岡県の中世城館跡』 1981年

115). 川中誠三・湯村平三氏らがおこなっておられた。

116)．湯村平三氏の研究資料は御＋息・湯村正夫氏の許可を得て参考にした。

1171. 『大阪府誌ハ1903年）に「天守下と字せる畑地あり」、『大阪府全志』に「大字」沼．若江字エンマンジ」と記さ

れているが、今回確認することはできなかった。

(18),宣教師がローマヘ送った苫翰に記されている。たとえば1577年 9月19日＝天正 5年 8月8日付臼杵発

パードレ＝）レイスフロイスのi！卜翰に「第四はシメアン池田丹後殿と称し河内国若江といふ大なる城の部

将たる高貴なる武士なり。同所には昨年好き会堂を建築せり」（『耶蛛会士日本通信』 森田恭二「文献よ

り見たる若江城」 『若江遵跡発掘調査報告1:I 遺構編 本文編』より）とある。

(19)．勝田邦夫 ＿卜．野利明 松田順一郎 阿部嗣治 「若江遺跡・山賀遺跡発掘調査概報」 『東大阪市遺跡保

護調査会発掘調査概報熱 1980年度』 東大阪市遺跡保護調査会 ］981年

(20)．森田恭二前掲。

12ll. r群・罫類従澤20輯合戦部。『長1表記』には「四方ハ深田ニテロニッニシテ所々ヲ堀切テ、揆楯・櫓・木戸・

逆茂木思ノ儘二招ヘテ」げ室町軍記総覧』 古典遺産の会 明治罫院 1985年）とある。

122)．今谷明 「畿内近国における守護所の分立」 『国立歴史民俗博物館研究報告』 8集 1985年（『守護領

国支配機構の研究』 法政大学出版局 1986年）

123)．若江城については『東大阪市文化財協会ニュース』 2-3に特集号が組まれており、参照されたい。
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V.若江遺跡出土の漆喰様物質の化学分析

武庫川女子大学薬学部

安田博幸井村由美

昭和57年度の府道大阪東大阪線改良工事に伴う若江遺跡の発掘調査（昭和58年 3月4日～同

年3月31日）において、中世の若江城の堀の遺構と考えられる溝の埋土中より、瓦などととも

に漆喰様物質がわずかに出土し、採集された。

今回、この漆喰様物質の化学分析を依頼されたので、筆者らの常法とする「古代漆喰分析法」

を適用して、一連の化学分析を行い、結果を得たので報告する。

漆喰試料の採取と外観および予備分析実験

試料：若江遺跡の昭和57年度調査区の第 6層、「暗灰褐色土」中の石の下から、木質様物体によ

る圧迫痕をつけて弯曲した薄層状(7cmX8cmX 1mm)で検出されたわずかに黄色を帯びた

白色の漆喰様物質片、総凪8.5g。

下記の化学分析を実施するに先立って、試料が漆喰か否かの予備実験を行った。すなわち、

試料の一微小粒をミクロガス捕集器にとり10%HCI1滴を加えたところ、発泡しつつ完全に溶解

し、かつ蓋裏のBa(OH)2の1滴を白濁させたので、試料が漆喰であることは十分推定された。

漆喰試料の化学分析

漆喰の主成分は石灰岩あるいは貝殻を焼いて得られる炭酸カルシウムを含む水酸化カルシウ
すさ

ムCa(OH)2である。これにときに粘土、砂（無機質）や布、窃（有機物）などを加えて、水や米の

とぎ汁、あるいは、ふのりの煮汁で練って使用する。漆喰中のCa(OH) 2は長期間空気に曝され

ると CaCO3に変化するから、結局、漆喰のCaCO3含駄％、熱灼滅量％、酸不溶性成分％の 3つ

の分析結果を比較すれば、原料純度、有機質、熱分解成分などの混在の可能性、土砂添加の有

無などが推定され、また、これら 3値の近似は材料、手法の類似を示唆する。

以上の点から、われわれの一人安田は、高松塚古墳の漆喰をはじめとする古墳漆喰の分析に

あたり、つぎのような一連の操作により、漆喰の性状にかかわる分析値を能率よく求める方法

を案出して、適用してきたが、今回の試料の分析においてもそれを準用した。その操作は、つ

ぎの通りである。

操作A: 分析に適した試料部分を選別し、付着した汚れは削りとったりして除き、乳ばち

で粉砕して均ーな試料粉末としたのち、 120℃で 2時間乾燥する。この中から約 0.5gを小ルツ

ポ中に精密にはかりとり、マッフル内で 850℃以上で1時間強熱する。デシケータ中で放冷した

のち、ルツボ内に残留する酸化カルシウムCaOを主体とする残留物を秤厭する。熱灼前後の秤

嵐値の差から熱灼滅鼠が知られるので、最初の試料秤批値との比から熱灼滅最％が算出される。
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- 1  

純CaCO3ならば43.97％となるはずであるが、これよりずれるのは、不純物、土壌成分物質、有

機物などの混在の結果と考えられる。

操作B: 操作Aで得られたルツボ内の熱灼残分を蒸留水少址でうるおしたあと、 5 meの湿

塩酸と］ ～ 2滴の濃硝酸を加えて溶解させる。内容をピーカーヘ移し、一たんゆるやかに加熱

したあと 10mtの蒸留水を加える。この際、不溶性残分があれば、溶液を遠心分離機にかけて溶

液から分離し、蒸留水で洗ったのち乾燥して秤屈する。この重屈から試料中の酸不溶性成分（ケ

イ酸塩類）含量％の算出ができる。この値は漆喰への土砂の混入に関係がある。

操作c: 操作Bの不溶性残分から分けた酸性溶液と酸不溶性残分を洗った液とを合し、ア

ンモニア水を加えて、リトマス・アルカリ性としたのち、シュウ酸アンモニウム試液を加えて

シュウ酸カルシウムの白色沈殿を析出させる。溶液を70~80℃で 1時間加熱してから、沈殿を

ろ紙上に濾しわけ蒸留水で充分洗浄後、ろ紙の底を破ってlOOmeの熱水で沈殿を下のビーカーの

中に洗いおとし、ついで硫酸(1+ 1) 30meをろ紙上に注いで同じく洗いおとす。ピーカーを加

温してピーカーの中のiが設を溶解させたのち内容を200meのメスフラスコに移し、蒸留水を加え

て正確に200meとし、これをカルシウム定駄用の試料検液とする。検液20meを正確にとり、蒸留

水30meおよび上記硫酸 5meを加え、 60~70℃を保ちながら0.1規定過マンガン酸カリウム溶液で

微紅色を呈するまで滴定する。消費された0.1規定過マンガン酸カリウム溶液鼠はシュウ酸カル

シウムのシュウ酸と当量であるから、これから対応するCaCOa鼠が算出され、試料採取量との

比から漆喰中のCa℃o3含凪％が算出される。この％が漆喰の純度％に相当する。

原子吸光分析による微量成分の定量

漆喰中の少鼠ないし微厭成分としては、マグネシウム (Mg)と鉄(Fe)が考えられる。これら

の含量の値も漆喰原料の比較にあたって、一つの指標となると考えられる。これらの成分の能

率的な定量分析法としては、原子吸光分析法を適用した。方法は、操作Aの項で調製した試料

粉末約100mgを精密にはかりとり、 0.4規定硝酸を加えて溶かし、全鼠を正確に50meとしたもの

を試料原液とする。この原液から各分析目的金属に応じた測定試料溶液を調製し、これを原子

吸光分析装置にかけて、測定成分元素 (Mg,Fe, Pb)の標準濃度対吸光度の検駄線を作艘し、こ

れと対照させて測定試料溶液中の各成分の含量％を算出する。なお、 Pb（鉛）について値を求

めたのは、かつて高松塚石櫛内壁や束明神古墳石榔床面の漆喰に異例の高含駄のPbが含まれて

いた例があるので、それとの対比をみるためである。機器は日立180-60型原子吸光光度計と日

立056型卓上記録計を使用した。測定条件を第 2表に示す。

第 2表 原子吸光光度言十の測定条件

分析金属 ランプ (HLA-3型） 燃焼ガス ランプ電流 (mA) 使用光の波長(mm)

Mg Mg専用 空気ーア七チレン 7.5 285.4 

Fe Fe専用 ，， 10.0 248.8 

Pb Pb専用 ，， 7.5 283.7 
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分析結果

以上の実験の結果、若江遠跡出土の漆喰試料について得られた熱灼減鼠％、酸不溶性成分％、

CaC03含量％、 Mg含駄％、 Fe含鼠％、 Pb含最％を一括表示すれば、第 3表のとおりである。

第3表 若江遺跡出土の漆喰試料の分析値

熱灼減屈 酸不溶性成分 CaC03 Mg 

(%) I (%) I (%) （％） 

42.32 I o.119 I 90.92 0.093 

考察

Fe 

（％） 

1.54 

Pb 

（％） 

<0.01 

上記の結果より、若江遺跡昭和57年度調査区内の堀の第 6府より出土した漆喰様物質薄片は、

CaC応含批が90.92％を示すことから、良質の漆喰であったと判断される。試料は土中に埋蔵中、

土壌汚染のためにわずかに黄色化したものと考えられるものの、内部になお純白部分が残った

ことは、漆喰の防水的性例がはたらいたものといえる。

試料遺物の出土層が中世の堀遵構に相当するものとすれば、この漆喰片はかつて城壁面に塗

布されたものの一片かも知れず、今後の諸調査の結果に期待したい。

なお、参考までに、かつて筆者らが行った明石城出土漆喰の分析値を第 4表に掲げる。

第4表 明石城出土の漆喰試料の分析値

＼ 
熱灼減駄 酸不溶性成分 CaCOa Mg Fe 

（％） （％） （％） （％） （％） 

明石城文櫓跡出土漆喰 42.64 2.59 93.32 0.075 0.079 

明石城ニノ丸石段横採取漆喰 43.96 0.80 95.52 0.039 0.049 

明石城東ノ丸帯郭城壁跡採取漆喰 42.17 2.94 92.59 0.094 0.092 

注 (1)．安田博幸 ：「古代赤色舶料と漆喰の材料科学」 『日本考古学論槃 1 考古学の古財木(I勺問題」 吉川弘文

館 (1986)

(2)．安田博幸•青園泰＋ ：「明石城遺構出土の漆喰の化学分析」『明石城兵fii県文化財調査報告第24i恥

兵彫県教育委員会 (1984) 
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VI．まとめ

今回の報告について、遠構・遠物・城域復元に分け、問題点を含めて記しておきたい。

遺構 今回の調査においては若江城の中核(I郭一本丸）を画する16世紀後半の東西に延びる

堀の一部と、 16世紀中葉の整地層、 15世紀後半から 16世紀前半の溝 2条を確認した。

堀は 2~3段に落ち、底面はフラットであり、調査地内で幅5m、深さ 1.6mを測った。これ

までの調査結果などから堀幅は10mを越えるものと考えられる。この堀は16世紀中葉の整地層

から堀り込まれたものであり、三好義継が河内北半国の守護として若江城に居城したときに整

地・掘削されたと思われる。堀内は 2時期の堆積層と埋土層に分かれる。下部堆積層（第10層）

と上部堆積層（第 7層）の間に炭・焼木片・小礫を含む混士層（第 8 • 9層）があることから、第

10層は三好義継時代の堆積層、第 8・ 9層は義継が織田信長により攻め滅ぼされたときの埋土

層、第 7層は池田丹後守教正が城主として居城した時期ごろの堆積層であり、第 5・ 6層が

廃城(1781年ごろ）の埋土層と考えたい。

溝は出土遺物などから 15世紀後半に掘られたものである。一部2段に落ち、調査地内で幅1.8

m、深さ0.4mを測る。削平および削取（整地・堀などによって）されており、その規模および

性格は不明であるが、 15世紀後半から 16世紀前半の城に伴うものと考えられる。

遺物 出土遠物は土師器・瓦・瓦器・磁器・陶器・木製品などがあった。この中でも土師器

皿は瓦に次いで出土数が多く、前述したようにこれまで型式編年がいくつか試みられている。

今回も出土資料を白色系と褐色系に分けて型式分類（第 1表）をおこなった。実年代を与えるこ

とは難しいが、 I.J型式は16世紀後半、 H型式は16世紀中葉、 E・F型式は15世紀末から 16

世紀前半ごろに比定できるのではないかと思われる。今後、資料の検討を重ね、型式編年の作

成を試みたい。

城域復元 このたび、飯田博ー氏所蔵の村絵図をもとにして若江城の城域復元を試みた。城

は四方に河川が走り、深田一湿地帯に囲まれた微高地に築かれていた。とくに16世紀後半の城

はI郭（本丸）と II郭（二の丸）を中心に南北760m、東西630~370mの5郭からなる城域をもち、

堀などの水路によって区画され、各入口付近には寺を配し防御施設の役割を果たさせていた。

このことからその規模は若江城とともに河内の守護所の一つであった高屋城（南北約800m、東

西約400m)に匹敵するものであったことが明らかとなった。

I郭は一辺約140mの方形をなし、幅10~16m、深さ 2m以上の堀によって画され、瓦を葺い

た築地がめぐらされていたと思われる。建造物については礎石・礎石列・柱穴列などを検出し

ているが、それらの構造・規模はまったく不明である。これまでの調査で壁下地が出土してお

り、土壁または板壁のものが多かったと思われるが、今回の調査で漆喰を確認し、一部の建物

には漆喰を塗布していたと考えられる。

今後、発掘調査、資料の蒐集などを進めて検討を加え、若江城の復元に務めたいと思う。
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土 師器皿観察表

上部遺物包含暦

番岳 料形 型式
法 Jitcm 

形 態の 特徴 技法の特徴 備 占
口往 料高

0（木部は外反して立ちあがる。 〇口象れ部内外面ヨコナデ 0胎土杵：

0口柑部は（本部からより外反して立 0（本部内面ヨコナデ 0色関浅黄

1 小皿 白J 8. 4 
ちあがり、瑞部をやや丸くわさめ 外iliiユピオサエ

ている。

0 （本部1よゆるやかに立ちあがる。 0口柑部内外而ヨコナデ OJI台 土 密

OCI柑部は（本部から大きく立ちあが 0体・底部内面ヨコナデ・ナデ 0色関 にぷい黄m

2 小皿 褐k 7. 9 1.4 
り、瑞部をやや丸くわさめて Lヽる。 外面ユピオサエ

of本部は外反して吃ち上がる。 0口柑部内外iiiiョコナデ 0胎.:l:'&;

0口籍部はさらにそって立ち上がり、 Off 部内而ヨコナデ 0色関浅黄

7 r1,Jill 白 I 10.9 I. 9 
端部をやや尖らせてわさめている。 外iiiiユピオサエ

堀埋士

番号 料形 型式
法駄 cm

[I径 ，I北泊j
形態の特徴 技法の特徴 備 考

of本部はゆるい[!JI面の底部から外反 onl-~部内外面i ナデ 0胎土密

してゆっくり立ち上がる。 0体・底部外而ユピオサエ 0色関淡黄

4 小皿 ~\K 7. 4 l, 5 
0口柑部はゆるやかな段を布して休 内而ナテ’

部より立ち卜がり、沿部は内1項し

て折り尖らせておさめている n

Of本部は外反して立ち 1がる。 OEI柑部休）外而ヨコナテ’ 0胎j．密

0 [_1籍部1よf本部よりさらにおきて＿1r. of本部内而ヨコナデ 0色関 にぷい褐

5 小皿 褐 J 8 I. 5 
ち士がり、瑞部をやや尖くわさめ 外面iユピオサエ

てし 1る，

oi本部は凹而の底部より外反して立 〇仁l緑：i|淋1外而ヨコナデ 0胎土密

ち卜がる。 Of本・底部P-1面ナデ 0色澗淡橙

6 小皿 FIJ ff.I 1.85 
〇口柑部はややll/1きぎみに立ち I・ が 外而ユピオサエ

り、拙部はさらに開いて丸くおさ

めている。

oi木部は外反 Lながらゆるやかに立 0「l柑部内外而ヨコナデ 0胎」•密

ちl：がる。 oi本部内而 ’’ 0色爛にぶいm.

8 中皿 褐C 10. 2 1. 4 
o rl}和1111鉗部をやや立たせて丸く 01本・底部外而ユピオサエ

むさめてしヽ る。

0（木部は内切Cぎみに外反して立ち上 〇口柑部内外而． f木部内而 ON紅：密

がる。 ョコナデ 〇色関 にぶい橙

， 中皿 褐H 10.8 
OWi!瑞部はやや丸くわさめて Lヽる。 0体・底部外而ユピオサエ
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堀埋土

番号 沿形 型式
法量 cm

形態の特徴 技法の特徴 （蒲 考
口径 器麻

0（本部はやや凹面の底部から外反し 〇口籍部内外面ヨコナデ 0胎土やや粗

て大きく立ち上がる。 of本部内面ナデ 0色閤淡黄

10 大皿 白H 13. 6 2.8 
0口縁部は肥原で端部を尖らせてい 外面ユピオサエ

る。

oi本部は外反して V．ち l-がる。 0 cl籍瑞部～f杓部内面 0胎土托

0口樟部は少し 1l11きぎみに立ち、瑞 ョコナデ 〇色関棺

11 大皿 褐J 13. 4 
部をやや丸くおさめてしヽる。 0口籍部～ f本部外面

ユピオサエ

01本部は大きく外反しながら立ち K 0 口椋：~I内外面ヨコナデ 0胎土やや粗

がる。 0（本部内面ユピオサエののち 0色関浅黄

大Jill 白I
or:1籍部は大きく lnlいて端部を尖ら ナデ

12 14.3 2. 7 
せ内fl!IJで而をつくりわさめている。 外面ユピオサエ．

of本部は1J泊部より外反して大きく立 0口縁～1本部内外而ヨコナデ 0胎土やや粗

ち」・ーがる。 OK.（部内面ナデ 0色問 にぶい黄柑

13 大m1 褐D 14. 1 2. 4 
0[J縁部、湘部はさらに内側ぎみに 外面 ユピオサエ

立ち尖くわわらせている。

0（本部は底部からゆるやかに立ち上 0口緑・ 1本部上部内外而 0胎土密

がる。 ョコナテ’ 〇色刺橙

14 大皿 褐E M.6 
0口籍部がやや大きく立ち、端部を of本部下部内而ナデ

少し尖らせている。 外面ユピオサエ

01本部は外反して立ち｝．がる。 0口象及部内外面ヨコナデ 0胎土やや粗

0口縁端部はやや尖らせている。 Of本部内外面 ユピオサエののち 0色調灰白

15 大皿 白I 15 
斜方向にナデ

Of本部は外反して大きく立ち上がる。 0口籍部内外面ヨコナデ 0胎土やや粗

〇口縁部はIlllきぎみに立ち上がり、 01本部外而ヨコナデ 0色調橙

17 皿 14,2 
端部を丸くわさめ内側に段を有す。 内面ヨコナデ

斜方向のヘラミガキ

堀堆積土

番号 料形 型式
法凪 cm

形態の特徴 技法の特徴 （煎 考
口径 沿i麻

0休部は外反して立ち上がる。 OLl糸及部内外面ヨコナデ 0胎．・I：密

on籍部は塙部でやや外にひらき． oi本部内而ナテ’ 0色調灰

46 小皿 白I 7. 3 
尖らせておさめている。 外面ユピオサエ

oi相部は外反してゆるやかに立ち上 on樟：祁内外面ヨコナデ 0胎J:'/t'i

がる。 Of本部内面ヨコナデ 0色期灰

47 大皿 白 I 11.2 
〇口籍瑞部はやや少しつまみあげて 外面ユピオサエ

尖らせてわさめ、内側に段を布す。
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堀堆積土

番号 沿形 型式
法 litcm 

形態の杵徴 技法の t，ヤ徴 備 名
[| if 沿泊i

Off部は外反ぎみに、＇r.ち上がる n o~,籍：祁クト内 1而拙：\Ii ョコナテ‘ 0))/;j:'代；

o r l柑鉗部はやや「J..ItIiして四角くお 0「I籍・体・底部内而ナデ 0色，関 にぶい褐

48 大皿 褐C 13. 2 
さめている。 o i木・ 11§:}|； 外而ユピオサエ

014；部は外反してゆるやかに立ち」・・ 01-1象}~1J.':！11外而ユピオサエ O IlfにI: ＼ゃ；

がる、， 内而 不11)1 0色聞 にぶい褐

49 大肌 褐D 14. 4 
on阜及端部は不定形であるがやや尖

らせてわさめて＼ヽる。

0（本部は1111而のIJ知i|；ょ I)外反して、、1. 0 [It¢. （本部内外mi ヨコナデ Oil年I: やや料I

ち1がる。 。IJ紐I：外而 ュピオサエ 〇色』，I] にぷL,K9.

大皿 褐G
011柑部は瑞部でやや外lIll＼ヽ て丸く 内而 ナデ

50 16. 2 
わさめ内部に段を打すし‘

Of本：祁はIA：祁よりゆるやかに外反し 0「l粒部外而 ョコナデ Oil介I: やや東II

てrf．ち Iがる。 ＇， 瑞部内而ヨコナテ’ 0色，i＇，1 にぶい貨n

51 ＊肌 褐H 17.2 
onti:’:IIは休部との1/111こ段を1iL'；釘 0「I柑部・ f4噌l淋J而ユピオサエ

く立ち l：がり沿部をやや尖くわさ o9本：＼l;外而 ュピオサエ

めている＾

0体部はIOるやかな凸面のIJ¥:：祁より or-1象点・（本部内外而ヨコナデ Olli日：密

すると＇＜立ち l・・がるっ OIJ研II 外而 ュピオサエ 〇色批］ にぷいn

大IIl 褐I
011柑部は外にllflき瑞部を丸くわさ 内而 ナデ

52 17, 8 
めてし1る。

整地層

爵乃 Ei形 型式
法．1,tcm 

形態の 1．ヤ徴 技法の 1．ト徴 月
I I it 応j,i:i

ii9 

Of{:部l,tlUl[fri(/)/J'(:ll：からゆるやかに 011柑部 ヨコナデ OIIf;．1 やや料l

‘’r．ち I・ がる 0/J＇（部・ i本部r-'1而ナデ 0色』'・l にぶいn

77 4ヽ』11 褐C

゜
I 

0「I柑：¥I；は大きく内背して内側に折 外而ユピすサエののち

れやや尖る＾ 体部かる lヽナデ

01本部は平らな底而からゆるやかに 0「l柑・（本：l|淋）外面ヨコナデ O IlfにI. やや東Jl

立ち 1・．力’る’’ 01」'(:¥1: 外而ユピオサエ 0色，批］ ／Ml 

78 9]、JlJl 白D 8 1.3 
〇仁I.it嬬：¥IIは内簡して丸くわさめて 内而ナデ

し¥ 9 ＇、疇)。

0(4；部は'"'而をしつ1Jt:ll；から外反 L oniA:ilv、1外而ヨコナデ O llf;J ・・ ；キ；

てff．ち I・がる^ 0（本・ Ji(部外而ユピオサ工． 0色閻浅貨

79 小Jlll l'IH 7.4 2 
0「I松部はゆるやかな段を {fして（水 ow 部内而ヨコナデ

部より、，f.ちI・ がり、 1'，:：部は内簡し OJ氏部内而 ナデ

て折り尖らせてわさめている 2

0休部はゆるやかな1Ul而のIJ'（：祁より o r. 1ti：祁内外rfiiョコナテ’ o llit|．'杵；

べ＇ぺ'「)、J:!jしながら立ち I:がる・， O f4: • 1J'（ iiI;9 卜『i ュピ •4 サエ 0色調にぶいf.J．

80 小皿 褐E 8 I 9 
01 I象・心部はf{噌Iiとの間に段を1［して 内而ナデ

より Ill」＼ヽて立ち端部を少し尖らせ

-.L.. し＼く＿J o 
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竪地忌

番号 沿形 型式
法 ．r,tcm 

形態の特徴 技法の杵徴
口往 料泊j

淵 ど

Of本部は凹面の /J~部より外反しなが or1柑部内外而ヨコナデ 0 11fi土 や や 東11

ら立ち上がる。 oi本部内而ヨコナデ 0色批］ n 

81 小皿 褐G 7. 6 I. 9 
〇口柑部はさらに少しだけ立ち、拙 0/Jは部内面 ナデ

部を丸くおさめてしヽる。 Of本・ 1）紐11外而ユピオサエ

Of本部は世l而の1)'（部より外反しなが O「li心部内外而 ョコナテ・ 〇胎：l：井;

ら立ち I：がる。 0体部・ 1Jttil：外面ユピオサエ 0色丼I Iこぷいn
82 小皿 褐H 8 1.6 

on籍部は少 L内柘ぎみにヽ'f．ち l：が 内 而 ナ デ

り、沿部をやや尖らせている．，

01本部は !}II 而をもち、 /J~ 部から外反 0 I 1i咄II 外而ヨコナデ 0胎.:I:'II'，＇

して立ち」：がる。 内而ヨコナデ 0色閥浅貨

83 小皿 白H 8 1. 7 
O L|}は部はゆるやかな段をiiして1本 Off・1J.（打11外面ユピオサエ

部より立ち 1．がり、瑞部を少し尖 内 而 ナ デ

らせている。

Of本部は外反しながら立ち」・ーがる。 O[I柑：i|：内外而ヨコナデ 011年1• 密

〇口柑部はこ＇くゆるやかな段を布し Of本部外而ユピオ＋t.I. 0色諜1 1:il 

訓 小皿l 褐H 8. 4 
て｛本部より立ち l：がり、瑞部を少 内而ヨコナデ

L尖らせている。

of本部は 1!11 面をもつli'(:~I から外反し or:1柑：祁内外而ヨコナデ 0/1紅： ¥'f;
て立ち上がる。 Of木・ 1i⑪|：外而ユピオサエ 0色聞 1こぶいm

85 小皿 褐E 8.4 I. 55 
or.1柑部はゆるやかな段を有して14< 0/J'（部内而ナテ’

部より立ち 1：がり、端部を少し尖 Off 部内而ヨコナデ

らせて Lヽる。

0（本部は11り而をもつIJ'（：祁から外反し 0「|t点部外面ナデ Ollf;:I・ 沖；

て立ち上がる。 内而ヨコナデ 0色批I Iこぷいm

86 小皿 褐H 8. 4 1.8 
oi::1籍部はゆるやかな段を布してイ木 0（ル・ 1J研II外而ユピオサエ

部より立ち 1：がり．端部を少し尖 内而ナ・ア

らせている。

0（本部はn11miのI）沼部ょ l)外反して立 O~I恥謂内外而ヨコナデ 0胎：l やや籾

ち I＇がる。 0体・ 11,（部内而ナデ 0色乱i1 m 

87 小皿 褐H 8.4 1.8 
on籍部は少し内側にむきながら立 外而ユピオサエ

ち、端部を丸くおさめてしヽる。

Of本部は底部よりゆるやかにす．ち l ow勅l淋］外而ヨコナデ OH/,・.:I． やや粗

がる。 oi木・ /J~部外面ユピオサエ 0色』り浅貨

88 小皿 白G 8.6 
01:1象祐部は1本部よ 9)外反しながらすr. 内 而 ナ デ

ち Iがり、嬬部は内{I!!]に少し折れ

てやや尖る。

• I 

of本部は外反しながら立ち j'．がる。 onい部内外面ヨコナデ 0胎：I: やや粗

〇口籍部はi本部よりゆるい段を布し Of本・底部外而ユピオサエ 0色関 1こぶい橙

89 中皿 褐c 9.2 1.6 
外反 Lて立ち、端部をやや尖らせ Of本部内而ヨコナデ

て丸くわさめている。 0底部内而ナデ

Of本部はほんの少し [Ul面の底部より 0「l鼻恥部内外面ヨコナデ on:;-1 やや粗

外反して立ち上がる。 Of本・底部内而ヨコナデ 0色品］ 1A白

90 小皿 白G 8.8 2.6 
〇口紺部はさらに開いて瑞部を少し

尖らせている。

外面ユピオサエ
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整地眉

魯り・ 料）f3 型式
法］，tcm 

形態の l，ヤ徴 技法の特徴 備 考
I l i f. 料泊j

of{；部は外反ぎみに立ち I・がる。 on柑：別内外而ヨコナデ OJJ(;-1 密

0 「 li•Ai祁 IH品 m: 力汀人／又してやや丸く oi本部外miユピオサエ 0色聞にぶいm.

91 ,1,』IL 褐H 9. 1 2.1 
わさめてしヽ る n 内而ヨコナデ

0（本部はゆるい|lll前iの1J§:i|：ょ 9)外反 0「|店蹄II内外而・（本部l村而 01lfi-1 密

して 1r．ち I:がる．． ョコナデ 〇色関 IJ汗1

92 I I i』IL 自H 9.2 2.35 
0「I柑部は肥／’/させてやや丸くわさ of本・ IA部外iliiユピオサエ

めている。 Oht 部内而 ナデ

Of木部l.t|［］面をもつ底部から外反し 0[|界A部内外面ナデ 011f; 1 密

て立ち l．がる、》 oi水・ li鉦Ii外iliiユピオサエ 0色忠I浅黄

9 3 ,1,』ll i"IH 9.3 l. 9 5 
011柑部は肥I'/.して（木：¥I；より少し /Iii 内面ナデ

きぎみに"fr.t, Iがり、瑞部1よやや

丸くわさめてしヽる。

0休部は凹而をもつ1,¥;:11；よ’)外l又L 0「l柑部内外而ヨコナデ 01l{L-I.,iキ；

ながら立ち lがる，、 Off・ 底判1外面ユピオサエ 0色粛l 棺

94 rjr皿 褐H 10 1. 5 
01| ぷ~:\1:1よぺ＇べ’µ、IM さみに立ち、地 内面かるいナデ

部をやや尖らせてし 9るrヽ

oi本部は深い凹而をもつ底而より外 [゚|松剖1内外而ヨコナデ ollfi.：I やや東Jl

反して立ち 1：がる 0（f :iii 内而ヨコナデ 0色'11,¥] にぶい切

95 41Jlll 褐H 11.8 1. 9 5 
0「l柑瑞部は九 くわさめている。 OIJ°( ；祁内面ナデ

Of本・ 1J知祁クト而ユピオサエ

o i木部は外反して立ち上がる。 0「l柑部外面ナデ 0/1佑l• 密

OIi柑部はゆるやかな段を布して149 内而ヨコナデ 0色関浅貨

96 巾皿 白F 10. 2 2.1 
部より ,r.ちl：がり、嬬部を少し尖 0/f・底部外面ユピオサエ

らせている。 内而ナテ鼻

0休部はゆるやかな1！り而をもつ1↓豆部 0「l紺部内外面・（本部「Klilii 0胎：I: 杵：

より外反して立ち Iがる。 ョコナテ‘ 〇色訓浅黄

97 ,1,皿 白H JO 2 35 
0 「 It~部はさらに少し 1111 きぎみに fr. 0 （木・底部外面ユピ ·4• サエ

ち、瑞部をやや丸くわさめて Lヽる＾oJJ'( 部 内 而 ナ デ

of本部は外反しながら立ち l：がる。 0口ぷ蛉IIP-）外面ヨコナデ 0胎.:J. 密

0「l柑部はごくゆるい段を打して(4; 01本部外面ユピオサエ 0色関にぶいm

98 中皿 褐H 1.8 
部より立ち lがり、瑞部を少し尖 内面ヨコナデ

"l 
らせている"

oiト部は外反 Lて立ち I・がる，＇ 0口松部外面 2liIl ヨコナデ O)/f;」： ,/f;

O[I阜・心部は:H叶i|；との1i!！に低し、iりを1i Of*打|： 外而 ユピオサエ 0色，l¥] 淡m

99 ,1『Jill 褐G 10.4 
し、池：祁近くでより ・-，'r．って尖らせ 0内而"!滅していて不II/)

てわさめてし、も

ow部は外反しながら立ち l：がる ．、 or-l柑部内外面ヨコナデ 〇胎土密

011籍沿部はf,'l淋1栢してやや尖ら 01本部外面ユピオサエ 0色関にぶいn
JOO 中皿 MIH JO 1, 7 

せている。 内而ヨコナデ
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や地層

番号 沿形 型式
iL.!it cm 

r::1 ff 沿甜
形態の特徴 技法の特徴 備 考

oi杓部は平i!ii の /J~部から外反 L て IQ> 0口籍部内外而ナデ OJI/;.:I．杵；

っくり立ち．卜がる。 Of本・底部外而ユピオサエ 0色聞洩貨

101 中皿 白H 11. 2 2 
OCI緑部はゆるやかに段を布して1本 内 而 ナ デ

部より立ち上がり、沿部を＇少 LIll! 

きやや尖らせてわさめて＼ヽる。

of本部は外反しながらゆるやかに fr. OLI樟部内外而ヨコナテ‘ OlliけややHl

ち上がり上部で内舟する。 of本・底部外而ユピオサエ 0色，lり浅背

102 中皿 白H 11.2 1. 7 
OFI象点部は段を有して外反してtr．ち O({消I：内而」：部ユピオサエ

上がI)、洪部は少し尖らせている。 0（杓部内社i下部～1』'（：祁

ヨコナテ’・ナデ

Of本部はクト反しながら立ち J• がる。 0に1紺部内外而，｝かいヨコナデ OJI紅・ やや粗

0口籍部はf本部との間に段を打 L、 0|4；部外而ユピ ••1 サエののちかる 〇色曲l lli黄

103 大皿 白~ F 12.6 
端部を少し尖らせている。 ぃョコナデ

oi本部 ff.Ji而 ヨコナデ

0 （本部はゆるやかに立ち I・.がる n 0「I柑部内外而ヨコナテ’ 〇胎J. ややtll

O[I象iti11は拘；めてゆるい段を布して of,t; :111 内mi ヨコナデ 0色聞灰 ~I

104 大皿 白F 13. 2 
瑞部を尖らせている。 外而ユピオサエ

of本部はli(:¥llより外反して立ち l・.:¥ll on柑：i|淋］外而ヨコナデ Oil年1・ やや粗

で内切＇する n Of本部外而ユピオサエ 0色iJ',] 灰fl

105 大皿 白G 14 
on柑部はi本部より内仰ぎみに立ち 内而ヨコナデ

|．がり、 l'/,1部を尖らせてし、'；；。

0体部は外反しながら IOるやかに‘'r． OLI籍：祁内外而ヨコナデ 0胎j, 9沖；

ちJ・・がる。 of木部外面ユピオサ T. 0色関 liii'I 

106 大皿 白H 14 
or:1象駐瑞部はやや丸くわさめてし、ふ 内 而 ナ デ

oi本部は ~'I 而 (I)11\:1\li より内1り＇ぎみに 0「II洲l琳］外而ヨコナデ o nfiJ・・ 杵：

外反してJ.t，|．．がる，9 ow・底部外而ユピオサエ 0色;'Jl) Ii汗l

大皿 白H
0「l柑部は1本部より少し内仰し、端 内而 ナデ

107 7.9 2. 2 
部を尖くわさめる＾

of本部はHliiii(f)1J,（部より IOるやかに 0,::1柑：祁内外而ヨコナデ 〇胎・I・ W; 
大きくクト反して "!r.r,|．がる＾ 0（本 部［り而ヨコナデ 0 色，~I しぶい杓

108 大皿 褐E 14. 5 2. 2S 
0「I柑端：¥IIはやや尖りぎみに丸くわ oli[ 1¥11 ナデ

さめて＼ヽ る 。 Of木． IJ¥:部外而ユピオサエ

oi杓部は外反 LてVも、中部で内1り 0口柑部内外而ヨコナテ・・ OJ胤1：密

してさらに大きく反って 1’r．ち卜が ow 部外而ユピオサエ 0色閥浅黄

109 大皿 白H 14 
る。 内而ヨコナデ

〇口柑：¥IIぱふくらみをもち、端部1.t

少し尖らせていか．

Of木部はゆるやかに大きく外反して 0口阜及部内外而ヨコナデ OJI紅・密

立ち上がる。 Of本部外而ユピオサエののち 0色批I i曳貨

大』l 白H
〇口緑瑞部はやや尖らせて丸くおさ かるいナデ

110 l 5 
めている。 内而ヨコナデ
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溝埋土

骨号 料形 型式
法址 cm

口径 悶；困i
形態の特徴 技 法 の 1.¥ 徴 備 占

Of本部は平而をもつ1）沼部から外反し 0口柑部内外面ナデ OJI令：I: 沖：

て立ち上がる。 0体・底部外而ユピオサエ 0色浪l 浅黄

1 34 小皿 白E 8. 2 2 
〇口柑部はゆるやかな段を打して体 内而ナデ

部より立ち上がり、瑞部を少し尖

らせている。

0世l而の1）'（部からやや外ガぎみに1本 OCHil:,f|i仏］外而ヨコナテ’ 0胎：I:'/1-i

:¥Illま団r．ち」：力’りf父を布してi::1柑：il; Of本・ /j'(部外而ユピオサエ 0色，阻1 浅貨

135 小皿 白E 8. 4 1. 5 
に至る。 内而ヨコナデ

0「I籍端部はやや丸みをもって尖り

内ilりに少し折れている。

Of本部はゆるやかに寸r．ち lがる n 0 「 It~:\|；仏）外而ヨコナテ‘ 0/1紅：芹，'

or:-1素む端部を丸くわさめている。 of{, :¥II 内而ナデ 0色曲／ 橙

136 小皿 褐D 8.4 1.2 
0底部は1ムく平らである。 Oli( :¥II 外而ユピオサエ

Of本部はほんの少し丸みを持ったIi¥ 0「1i心部内外而ヨコナテ・ onfrl・ やや飢

:\II よりクト的がしながら立ち 1•ーがる。 0体・底州1外而ユピオサエののち 0色批l にぶい貨

137 小皿 白E 8.1 2. 1 
oi:1椋は少し外反し尖くおさめてい かるし、ナテ’

る。 内面ユピ •4 サエののち

かるいナデ

O(!I（而と忠われる底：¥(；から i本部はや OJ I*蛉II内外面ヨコナデ OllhJ：廿；

や外対ぎみに ... ,.ち」・がり、段を打 0体・ l1i:：祁外而ユピオサエ 0色，阻1 にぶい棺

138 小皿 白E 8.~ I 5 
して［I柑部に至る。 内而ナテ・

0「I秘端部は尖っている。

0,ti本に不定形（粗雑） 0「1柑部内外而ヨコナデ 0胎:J: やや料l

Off部は1111面の/J紐l；から外反してtr. OH; m; 内面ヨコナデ 0色，U¥] にぷいn

139 小皿 褐E 8.6 I. 7 
ちI・ がる。 01)¥; :1|；内而ナデ

0 r::1t!l部は一部段を打して大きく立 0 （木・底部外面ユピオサエ

ち、対乱：11；をやや丸くわさめて＼ヽる。

0/Jt部は丸みをもって 10>っくりと立 0「Ii勅l；内外而ややり如ヽヨコナテ， 011irl： やや粗

ちI・ がる。 01J,（ ：i1; 9Hiliiユピオサエののち 0色、駄I 111. 

140 4、JIJl 褐D 7.4 I 6 
Off部はf女を1jL・（やや強く立ち l 一部IOるlヽナデ

がる。 内而ナテ'9(lif耗）
0 [|奇む瑞部はやや内対ぎみに立ち丸

し‘0

0（木：祁ぱ凹而をもつIi(部から外反し 0「1柑：iii 外而ナデ Oil合」．杵；

てヽ＇r.ちIがる， 内而ヨコナデ 0色聞 m 

1 4 1 4ヽ肌 褐E 8.1 I 8 
0[lii:lliはゆるやかな段を打して体 Off・ Ii(：祁外而ユピ •4• サエ

部より立ち I・ がり` i淵部を少し尖 内而ナデ

らせている。

0 （本部は浅n11而からゆるやかに立ち OLI松：ill内外面ヨコナテ’ Ol]/;.:l:'/I'; 

上がる。 Of木・ 1）紐l；外而ユピオサエののち 0色閥浅黄

142 ,f111ll flA JO. I 1.2 
oi:-1象心部はl本部との間1砂釘い段を打 ゆるいナデ

し、端：)IIは内傾しながら丸くむさ 内而ナテ・

まり内側に折れて＼ヽる。

Of本部は I！り而の Ii~ 部から外反ぎみに 0「lIA:＼|： 外而ヨコナデ OJI年I: 密

立ち I・.がり、途叶 lゆるやかな段を Of木・ 1）紐l：外而ユピオサエののち 0色，11,1 m. 

143 II,JJJl 褐F IO 1.8 
布す。 ナデ

or1•m閑li はやや尖く九・くわさめて 内而ヨコナデ

し、る、
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溝埋土

番号 僻形 型式
法且 cm

n ff.. 沿莉
形態の特徴 技法の特徴 備 考

oi本部はゆるやかに立ち 1-．がり段を orn~:111内外而ヨコナテ・ onli.:I・・ やや粗

有して口緑に至る。 01本・底部外而ユピオサエ 0色問 にぶい貨

144 大皿 白C 6,4 
O Ll緑端部は丸くむさめ内側に少し 01本部外而の一部に

折れている。 赤色舶料付がf

of本部はやや外埒しながら立ち 1：が ow~部内外而ヨコナデ Ollfi」：密

る。 Of本部外而ユピオサエ 0色関浅沢

145 ＊皿 白F 14. 2 
O~I縁部は（本部より段を打して外反 内而ナデ

して tr.ち＿r．がり尖っておさめて＼ヽ

る。

Of本部はほんの少し凹んだ底部より 0「'*蛉ilrA)外而ヨコナデ ollf1・::1,11-'， 

外反しながらゆるやかに立ち tが Of本・底部内面ナデ 0色閤洩貨

146 大皿 白E 14. 2 2.6 
る。 外而ユピオサエ

0口緑部は少し開き、喘部を丸くわ

さめている，＇

01本部は外反して立ち上がる。 0「1柑・（本部内外ffiiヨコナデ Ollf!.i: やや粗

0口緑瑞部はやや内傾して尖りぎみ 0/J~ :Ill 払Jifriナデ 0色閥 にぶい棺

147 大皿 褐E 14, 5 2.1 
におさめている。 外而ユピオサエ

Of本部は平らな底部から外反して立 0「I籍． f本部内外iiiiヨコナデ 0 11h.一|’．密

ち上がり段を有す。 Oli( 部 P'lifriナデ 0色刺円

148 ＊皿 褐D 14.B 1.8 
0口縁端部はやや尖らせて丸くおさ 外而ユピ •4 サエ OfJW~lt\l;(!)一部コ

めている。 ケ'

Of本部は Ii~部よりやや内反しながら ow~~I淋）外面ヨコナデ OJI年I: ¥'t-; 
立ち」．．がる。 Of1'・ lj(部外而ユピオサエ 0色，阻1 浅黄

149 大皿 白F 16.6 
0「l緑部は1杓部よ 9)外反しててr．ち I・. 内而ヨコナデ

がりやや尖ってわさめている。

oi本部は外反しながら大きく立ち/・ 〇口柑・体：祁内外而ヨコナデ Olif仁I: 沖：

がる。 0/j¥ :11: 内而ナテ' 0色聞 にぶい黄

150 大皿 白E 19.8 2 
〇口籍端部は九くおさめている。 外而ユピオサエ

01本部は外反して大きく立ち上がる。 0「I柑・（木：祁内外而ヨコナテ’ OIlfi:l：密

0口椋咄部は而を有し内側に折り四 0色，i1 橙

151 大皿 褐B 17. 2 2. 25 
角くわさめている。

oi本部は外反して大きく 5r.ち上がる。 0「.,.郎li内外而怖いヨコナデ Oijf;・I やや粗

or::1粒部は1本部より外反して立ち上 Of{: :¥Ii 外而ユピオサエ 0色脚棺

152 大皿 21.4 
がり、沿部は内柘して内{l!!]に折れ、 内而ヨコナデののち

段をなしている。 放射状のヘラミガキ
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